
国
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古
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高
等
学
校
現
代
文
Ｂ
編
集
委
員

中
洌
正
堯 

兵
庫
教
育
大
学
名
誉
教
授

岩
﨑
昇
一 

東
京
都
立
国
際
高
等
学
校

阿
部
公
彦 

東
京
大
学

大
高
知
児 

中
央
大
学
附
属
中
学
校・高
等
学
校

小
島
　
昇 

千
葉
県
立
東
葛
飾
高
等
学
校

齋
藤
　
祐 

中
央
大
学
杉
並
高
等
学
校

澤
口
哲
弥 

三
重
県
立
飯
野
高
等
学
校

下
山
大
介 

駒
場
東
邦
中
学
校・高
等
学
校

杉
山
志
津
恵 

公
文
国
際
学
園
中
等
部・高
等
部

髙
野
光
男 

東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校

戸
塚
　
学 

武
蔵
大
学

中
村
と
も
え 

静
岡
大
学

早
川
香
世 

東
京
都
立
深
川
高
等
学
校

宮
岡
良
成 

会
津
大
学

宮
川
健
郎 

武
蔵
野
大
学

安
田
正
典 

愛
知
淑
徳
大
学

柳
　
宣
宏 

函
嶺
白
百
合
学
園
中
学
校・高
等
学
校
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評
論 

忘
れ
ら
れ
る
権
利 （
宮
下
紘
）情
報
文
化
論

 
 

病
と
科
学 （
柳
澤
桂
子
）生
命
論

 
 

ロ
ゴ
ス
と
言
葉 （
丸
山
圭
三
郎
）言
語
論

 
 

 

現
代
評
論
を
読
む
た
め
に
③
　
言
語

 

小
説 

夏
の
花 （
原
民
喜
）

 
 

ひ
よ
こ
の
眼 （
山
田
詠
美
）

 

評
論 

ス
ポ
ー
ツ
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム （
阿
部
潔
）ス
ポ
ー
ツ
文
化
論

 
 

南
の
貧
困
／
北
の
貧
困 （
見
田
宗
介
）グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
論

 
 

戦
争
の〈
不
可
能
性
〉 （
西
谷
修
）グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
論

 
 

「
で
あ
る
」こ
と
と「
す
る
」こ
と （
丸
山
真
男
）近
代
化
論

 
 

 

現
代
評
論
を
読
む
た
め
に
④
　
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

 

小
説 

こ
こ
ろ （
夏
目
漱
石
）

批
評
の
ま
な
ざ
し 

ネ
ッ
ト
上
の
発
言
の
劣
化
に
つ
い
て （
内
田
樹
）メ
デ
ィ
ア
論

 
 

空
白
の
意
味 （
原
研
哉
）芸
術
論

五

＊

新

六七

新

八

＊
 

評
論 
文
系
と
理
系
の
壁
は
あ
る
か （
最
相
葉
月
）文
化
論

 
 

「
市
民
」の
イ
メ
ー
ジ （
日
野
啓
三
）社
会
論

 
 

 

現
代
評
論
を
読
む
た
め
に
①
　
近
代

 

小
説 

山
月
記 （
中
島
敦
）

 
 

少
年
と
い
う
名
前
の
メ
カ （
松
田
青
子
）

 

評
論 

ミ
ロ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス （
清
岡
卓
行
）芸
術
論

 
 

ホ
ン
モ
ノ
の
お
カ
ネ
の
作
り
方 （
岩
井
克
人
）経
済
論

 
 

人
類
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響 （
鷲
谷
い
づ
み
）環
境
論

 
 

 

現
代
評
論
を
読
む
た
め
に
②
　
環
境

 

詩
歌 

パ
ン
の
話 （
吉
原
幸
子
）

 
 

帰
途 （
田
村
隆
一
）

 
 

永
訣
の
朝 （
宮
沢
賢
治
）

 
 

大
き
な
る

―
短
歌
十
六
首

一

＊

新

二

新

三四

　

自
分
を
「
文
系
」「
理
系
」
に
分
け
て
考
え
て
選
択
肢

を
狭
め
る
こ
と
の
不
毛
さ
を
、
実
体
験
に
即
し
て
説
く
。

　
「
少
年
」
と
い
う
呼
称
に
対
し
て
人
々
が
抱
く
イ
メ
ー
ジ

を
、「
少
年
と
い
う
名
前
の
メ
カ
」
が
覆
し
て
い
く
物
語
。

　

ネ
ッ
ト
内
で
の
個
人
情
報
を
め
ぐ
っ
て
新
た
に
求
め
ら
れ

る
権
利
に
つい
て
、
各
国
の
状
況
を
報
告
し
、
課
題
を
提
示

す
る
。

　

人
々
が
「
健
全
」
だ
と
捉
え
が
ち
な
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つい
て
、
特
徴
と
危
険
性
を
分
析
す
る
。

１
部

■ 

評
論
は
充
実
の
27
教
材
。
現
代
社
会
の
諸
問
題
に
つ
い
て
論
理
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
文
章
を
豊
富
に
収
録
し
ま
し
た
。

■ 

短
い
評
論
文
と
記
述
式
の
課
題
と
で
構
成
さ
れ
た
小
教
材
「
批
評
の
ま
な
ざ
し
」
を
１
部
の
最
後
に
特
設
し
ま
し
た
。

■ 
よ
り
抽
象
度
が
高
く
、
知
識
も
要
求
さ
れ
る
評
論
教
材
「
現
代
評
論
を
読
む
」
を
２
部
の
最
後
に
特
設
し
ま
し
た
。

■ 
小
説
は
、
人
間
の
生
き
方
や
心
情
を
豊
か
に
表
現
し
、
人
生
や
社
会
に
つ
い
て
思
い
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
教
材
を
収
録
し
ま
し
た
。

■  
情
報
を
的
確
に
読
み
取
っ
た
り
、
自
分
の
考
え
を
発
信
し
た
り
す
る
「
表
現
と
実
用
の
文
章
」
を
巻
末
に
設
定
し
ま
し
た
。

教
科
書
の
目
次

　  ：本内容解説資料でご紹介するページ＊
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読
書
の
扉
／
生
活
調
度
／
近
現
代
文
学
史
年
表
／

◆
広
が
る
言
葉
の
世
界
【
名
訳
】

＊

付
録

 
 

檸
檬 （
梶
井
基
次
郎
）

 
 

美
神 （
三
島
由
紀
夫
）

 
 

鞄 （
安
部
公
房
）

 
 

捨
て
な
い
女 （
多
和
田
葉
子
）

 
 

涙
の
贈
り
物 （
レ
ベ
ッ
カ・ブ
ラ
ウ
ン̶

柴
田
元
幸 

訳
）

 

詩
歌 

ギ
リ
シ
ア
的
抒
情
詩 （
西
脇
順
三
郎
）

 
 

湖
水 （
金
子
光
晴
）

 
 

時
計 （
萩
原
朔
太
郎
）

 
 

鞦
韆
は

―
俳
句
十
六
句

 
 

◆
広
が
る
言
葉
の
世
界【
翻
訳
】

現
代
評
論
を
読
む 

累
積
的
社
会
・
停
滞
的
社
会 

 
 

 

（
Ｃ・レ
ヴ
ィ゠ス
ト
ロ
ー
ス̶

川
田
順
造・渡
辺
公
三 

訳
）文
化
論

 
 

写
真
に
何
が
可
能
か （
多
木
浩
二
）芸
術
論

新

三

＊

情
報
の
読
み
方
・
扱
い
方

報
道
の
文
章

調
査
か
ら
発
表
へ

脚
本
の
世
界
―
創
作

２
部

 
評
論 

ぬ
く
み （
鷲
田
清
一
）身
体
論

 
 

「
な
ぜ
」に
答
え
ら
れ
な
い
科
学 （
池
内
了
）科
学
論

 
 

身
体〈
の
〉疎
外 （
黒
崎
政
男
）身
体
論

 
 

 
現
代
評
論
を
読
む
た
め
に
⑤
　
生
命
・
身
体

 
 

虚
ろ
な
ま
な
ざ
し （
岡
真
理
）グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
論

 
 

猫
は
後
悔
す
る
か （
野
矢
茂
樹
）言
語
論

 
 

擬
似
群
衆
の
時
代 （
港
千
尋
）メ
デ
ィ
ア
論

 
 

あ
る〈
共
生
〉の
経
験
か
ら （
石
原
吉
郎
）社
会
論

 
 

 

現
代
評
論
を
読
む
た
め
に
⑥
　
メ
デ
ィ
ア・
情
報

 
 

陰
翳
礼
讃 （
谷
崎
潤
一
郎
）文
化
論

 
 

日
本
文
化
の
雑
種
性 （
加
藤
周
一
）文
化
論

 
 

無
常
と
い
う
こ
と （
小
林
秀
雄
）文
化
論

 
 

現
代
日
本
の
開
化 （
夏
目
漱
石
）近
代
化
論

 
 

 

現
代
評
論
を
読
む
た
め
に
⑦
　
芸
術
・
文
化

 

小
説 

舞
姫 （
森
鷗
外
）

一

新

新

＊

二表
現
と
実
用
の
文
章

　

科
学
も
科
学
者
も
万
能
で
は
な
い
こ
と
を
、「
な
ぜ
」
に

答
え
ら
れ
な
い
実
例
を
用
い
て
論
じ
る
。

　

人
が
事
実
に
反
す
る
思
い
を
も
て
る
の
は
言
語
が
あ
る
か

ら
だ
と
い
う
こ
と
を
、
比
喩
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説

す
る
。

　

ゴ
ミ
処
理
に
費
用
が
か
か
る
こ
と
に
な
っ
た
「
わ
た
し
」

が
繰
り
広
げ
る
「
ゴ
ミ
」
に
つい
て
の
思
索
と
行
動
を
描
く
。

教
科
書
の
目
次
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質・量ともに充実の評論教材
教材として定評のある文章とともに，現代的な問題
にあふれた清新な文章をバランスよく配列。27 本
の豊富な分量で，論理的な読解力を身につけます。

評論を読むにあたって必読のコラム
「近代」「環境」「言語」など，現代評論の主要なテーマについて，教材文と関連させ
ながら解説したコラム。鍵となる語句の解説も付しています。

小論文対策に最適の「批評のまなざし」
短い評論と記述式の課題とで構成された小教材。文章を理解し，まとめ，論理的に述
べる力を養います。

高度な評論を読む力を養う「現代評論を読む」
従来の教材文よりも抽象度が高く，知識も要求される文章を教材化。より高度な読解
力を養うとともに，記述式の課題のよって書く力も高めます。

教
科
書
の
特
色

教
科
書
の
特
色



①
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
　academ

ism

（
英
語
）
学
問
研
究
に
お
い
て
、

伝
統
的
・
保
守
的
な
立
場
を
固

持
し
よ
う
と
す
る
学
風
。

②
エ
キ
ス
パ
ー
ト
　expert
（
英

語
）
あ
る
仕
事
に
精
通
・
熟
練

し
た
人
。
専
門
家
。
熟
練
者
。

一
つ
は
、
理
系
出
身
じ
ゃ
な
い
の
に
無
理
し
て
科
学
の
取
材
な
ん
か
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
よ
、
と
い
う
批

判
を
込
め
て
。
遺
伝
子
組
換
え
技
術
に
至
る
ま
で
の
バ
ラ
育
種
の
歴
史
と
文
化
に
ま
つ
わ
る
作
品
を
書

い
た
時
に
は
、
自
然
科
学
を
専
門
と
し
な
い
著
者
が
そ
の
分
野
に
つ
い
て
書
く
意
味
が
あ
る
の
か
と

い
っ
た
内
容
の
書
評
を
あ
る
科
学
者
に
書
か
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
歴
然
と
あ
る
、
専

門
外
の
人
間
が
口
を
出
し
な
さ
ん
な
と
い
う
昔
な
が
ら
の
不
文
律
に
し
ば
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　確
か
に
英
米
の
科
学
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
見
渡
す
と
、
科
学
者
自
身
の
著
作
か
科
学
者
と
ラ
イ

タ
ー
の
共
著
、
単
著
の
場
合
は
ラ
イ
タ
ー
が
少
な
く
と
も
そ
の
分
野
の
専
門
家
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

彼
ら
の
仕
事
の
意
義
と
影
響
力
を
み
る
と
、
専
門
家
で
あ
る
こ
と
が
い
か
に
大
き
な
信
頼
を
読
者
に
与

え
て
い
る
か
が
理
解
で
き
る
。

　だ
が
英
米
ほ
ど
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
そ
の
市
場
が
成
熟
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
日
本
で
は
、

た
と
え
専
門
分
野
を
修
め
た
優
秀
な
人
で
も
筆
一
本
で
生
活
し
て
い
る
ラ
イ
タ
ー
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ

る
。
全
国
の
大
学
が
文
部
科
学
省
の
予
算
で
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
講
座
を
展
開
し
始
め
た
の
で
状
況

は
多
少
変
わ
り
つ
つ
あ
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
日
本
で
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
い
え
ば
新
聞
社
や
テ

レ
ビ
局
な
ど
組
織
に
所
属
す
る
科
学
記
者
が
大
半
で
あ
る
。
学
生
時
代
に
科
学
を
専
攻
し
て
海
外
で
科

学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
学
ん
だ
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
呼
べ
る
記
者
も
い
る
が
、
文
系
出
身
の
記
者
も
多
い
。

一
般
読
者
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が
使
命
で
あ
る
た
め
、
専
門
知
識
は
現
場
で
学
ん
で
い
け
ば

①

＊

＊

②

＊
語
句

　
歴
然
　
不
文
律

51015

9 文系と理系の壁はあるか 評論

KGB08_p008-011_文系_4C_三.indd   9 16/03/11   10:14

◆
メ
デ
ィ
ア
→
274
ペ
ー
ジ

　新
著
を
出
す
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
か
ら
著
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
依
頼
を
い
た
だ
く
。
本
を

作
っ
て
く
れ
た
編
集
者
は
じ
め
関
係
者
の
方
々
へ
の
感
謝
も
込
め
、
宣
伝
の
た
め
に
も
で
き
る
だ
け
引

き
受
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
ん
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
よ
く
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
物
理
学
か
ら

脳
神
経
科
学
、
宇
宙
科
学
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
十
二
人
の
科
学
者
と
そ
の
研
究
内
容
を

取
材
し
た
時
も
そ
う
だ
っ
た
。
あ
る
新
聞
記
者
が
い
っ
た
。

「
サ
イ
シ
ョ
ウ
さ
ん
は
文
系
出
身
な
の
に
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
科
学
の
取
材
が
で
き
る
の
で
す
か
」

　こ
の
問
い
に
は
二
つ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
。
一
つ
は
、
理
系
出
身
じ
ゃ
な
い
の
に
こ
れ
だ
け
い
ろ

ん
な
分
野
の
科
学
者
を
取
材
で
き
て
す
ご
い
で
す
ね
と
い
う
驚
き
と
、
な
か
ば
お
世
辞
と
し
て
。
も
う

評
論

文
系
と
理
系
の
壁
は
あ
る
か

最さ
い

相し
ょ
う

葉は

月づ
き

◆

5
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冒
頭
に
は
、学
問
に
つ
い
て
の
捉
え
方
を
述
べ
た
評
論
を
配
列
。
視
野
を
広
げ
、

探
究
心
を
喚
起
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。「

現
代
評
論
を
読
む
た
め
に
」
に

リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。

教
科
書
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト



ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
か
を
確
信
し
た
の
は
こ
の
時
だ
っ
た
。

　そ
ん
な
わ
け
で
、
先
の
記
者
の
問
い
に
対
す
る
私
の
答
え
は
一
つ
で
あ
る
。
な
ぜ
物
書
き
が
、
理
系

だ
か
ら
、
文
系
だ
か
ら
、
専
門
家
だ
か
ら
、
専
門
家
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
と
自
分
の
視
野
を
狭
め
る
よ
う

な
枷か

せ

を
は
め
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
。
物
事
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
す
る
手
が
か
り
と
し
て
科
学
的
視
点

が
必
要
と
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
大
い
に
利
用
す
れ
ば
い
い
。
も
ち
ろ
ん
専
門
的
な
内
容
は
容
易
に
は
理
解

で
き
な
い
か
ら
人
一
倍
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
科
学
も
同
じ
人
間
の
営
み
な
の
だ
か
ら
、
理

系
か
ど
う
か
と
い
う
理
由
で
排
除
し
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
も
っ
た
い
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

最
相
葉
月

さ
い
し
ょ
う
は
づ
き
　
一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
〜
。
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
。
東
京
都
の

生
ま
れ
。
綿
密
な
調
査
と
取
材
を
も
と
に
、
科
学
技
術
と
生
命
や
人
間
社
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
幅
広

く
著
作
を
展
開
す
る
。
著
書
に
『
絶
対
音
感
』『
青
い
バ
ラ
』『
ビ
ヨ
ン
ド
・
エ
ジ
ソ
ン
　
12
人
の
博
士

が
見
つ
め
る
未
来
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
最
相
葉
月
　
仕
事
の
手
帳
』（
二
〇
一
四
）
に
よ
っ
た
。

一
　「
サ
イ
シ
ョ
ウ
さ
ん
は
…
…
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
科
学
の
取
材
が

で
き
る
の
で
す
か
」（
8
・
6
）
と
い
う
言
葉
を
、
筆
者
は
ど
の

よ
う
な
も
の
と
し
て
受
け
止
め
て
い
る
か
。
ま
と
め
て
み
よ
う
。

二
　「
科
学
の
こ
と
は
科
学
者
に
ま
か
せ
て
お
け
ば
い
い
の
で
は
な

い
。」（
10
・
14
）
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
ま
と
め
て
み
よ
う
。

三
　「
文
系
と
理
系
の
壁
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
う

考
え
る
か
。
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

◆
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
「
○
○
系
」
と
い
う
言
葉
を
探
し
、
そ
の
意
味

や
使
わ
れ
方
を
調
べ
て
み
よ
う
。

★
読
書
の
扉
→
421
ペ
ー
ジ

【

】

学
　
習
　
の
　
手
　
引
　
き

【

】

言
　
葉
　
と
　
表
　
現
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③
ク
ロ
ー
ン
羊
ド
リ
ー
　
一
九
九

六
年
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ロ

ス
リ
ン
研
究
所
で
生
ま
れ
た
、

世
界
初
の
哺
乳
類
の
体
細
胞
ク

ロ
ー
ン
で
あ
る
雌
羊
。

④
Ｅ
Ｓ
細
胞�

　em
bryonic 

stem
 cell

（
英
語
）
受
精
卵
が

分
化
を
始
め
る
前
の
段
階
の
胚

か
ら
取
り
出
し
た
細
胞
。
生
体

の
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
に
分
化
す

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
再
生

医
学
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

果
た
す
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

胚
性
幹
細
胞
。
万
能
細
胞
。

⑤
Ｅ
Ｇ
細
胞�

　em
bryonic 

germ
 cell

（
英
語
）
生
殖
細

胞
の
も
と
と
な
る
始
源
生
殖
細

胞
か
ら
分
離
し
た
細
胞
。

⑥
イ
ア
ン
・
ウ
イ
ル
マ
ッ
ト�

　

Ian W
ilm

ut

　
一
九
四
四
年

〜
　
イ
ギ
リ
ス
の
生
物
学
者
。

◆
生
命
→
240
ペ
ー
ジ

い
い
と
い
う
考
え
方
だ
。
こ
れ
は
理
科
教
育
の
あ
り
方
か
ら
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
要
す
る

に
、
よ
ほ
ど
関
心
の
高
い
読
者
は
例
外
と
し
て
、
科
学
の
本
を
楽
し
ん
で
読
ん
で
く
れ
る
人
が
日
本
に

は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
で
あ
る
。

　そ
も
そ
も
私
が
科
学
技
術
と
人
間
の
関
わ
り
を
主
体
的
に
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
一
九

九
七
年
の
ク
ロ
ー
ン
羊
ド
リ
ー
誕
生
の
報
道
と
、
翌
年
報
じ
ら
れ
た
非
配
偶
者
間
体
外
受
精
を
は
じ
め

と
す
る
生
殖
医
療
の
展
開
、
さ
ら
に
は
組
織
や
臓
器
を
再
生
す
る
も
と
と
な
る
受
精
卵
由
来
の
Ｅ
Ｓ
細

胞
や
、
中
絶
胎
児
由
来
の
Ｅ
Ｇ
細
胞
の
樹
立
で
あ
る
。
科
学
技
術
が
身
体
の
内
部
に
入
り
込
み
、
時
計

の
針
を
巻
き
戻
す
よ
う
に
新
た
な
生
命
を
つ
く
り
出
し
た
り
、
新
た
な
生
命
を
選
別
し
た
り
す
る
技
術

の
登
場
に
ど
う
し
よ
う
も
な
い
違
和
感
を
覚
え
た
。
ド
リ
ー
を
つ
く
っ
た
英
ロ
ス
リ
ン
研
究
所
の
イ
ア

ン
・
ウ
イ
ル
マ
ッ
ト
博
士
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
時
の
一
言
は
、
そ
の
後
の
私
の
仕
事
を
決
定
づ
け
た
。

「
ド
リ
ー
は
医
療
を
目
的
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
ク
ロ
ー
ン
技
術
は
使
い
方
を
間
違
え
ば
ク
ロ
ー
ン
人

間
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
。
わ
れ
わ
れ
科
学
者
だ
け
で
な
く
、
あ
な
た
が
た
も
こ
の
技
術
を
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
ど
う
か
み
な
さ
ん
で
考
え
て
く
だ
さ
い
」

　科
学
の
こ
と
は
科
学
者
に
ま
か
せ
て
お
け
ば
い
い
の
で
は
な
い
。
成
果
を
享
受
す
る
の
は
私
た
ち
な

の
だ
か
ら
、
私
た
ち
に
は
技
術
を
理
解
し
て
そ
の
社
会
的
な
影
響
を
考
え
、
最
終
的
な
選
択
を
行
う
責

任
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
生
命
科
学
を
取
材
す
る
に
あ
た
っ
て
、
理
系
文
系
と
い
う
色
分
け
が
い
か
に

③

④

⑤

◆

⑥

51015
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い
。」（
10

14
）
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
ま
と
め
て
み
よ
う
。

文
章
の
内
容
を
理
解
す
る
た
め
の
項
目
と
、
そ
の
理
解
を
深
め
発
展

さ
せ
る
活
動
を
、
問
い
や
言
語
活
動
の
示
唆
の
形
で
示
し
ま
し
た
。

421

「
読
書
の
扉
」
に
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。

「
文
系
と
理
系
の
壁
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
う

教
材
中
の
言
葉
や
表
現
に
着
目

し
、
表
現
力
を
高
め
る
た
め
の

課
題
や
活
動
を
設
定
し
ま
し
た
。



①
欧
州
委
員
会
　
Ｅ
Ｕ
の
運
営
を

担
う
政
策
執
行
機
関
。
法
案
の

提
出
、
決
定
事
項
の
実
施
、
基

本
条
約
の
支
持
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

②
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
　�

social�
netw

orking�service�

（
英
語
）

ネ
ッ
ト
上
で
知
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
。

③
欧
州
裁
判
所
　
欧
州
司
法
裁
判

所
の
こ
と
。

　「
忘
れ
な
い
」
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
に
お
い
て
、「
忘
れ
る
」
こ
と
の
必
要
性
が
改
め
て
認
識
さ

れ
始
め
て
き
た
。
そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
（right to be forgotten

）」
で
あ
る
。

　「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
は
欧
州
委
員
会
が
提
唱
し
た
新
た
な
権
利
で
あ
る
。
大
量
の
情
報
が
瞬
時
に

国
境
を
越
え
る
時
代
に
あ
っ
て
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
で
は
二
十
八
ヵ
国
に
統
一
的
な
個
人
情
報
の
保

護
水
準
を
確
立
す
る
た
め
、「
Ｅ
Ｕ
デ
ー
タ
保
護
規
則
提
案
」
を
公
表
し
た
。
こ
の
規
則
提
案
第
一
七

条
に
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
が
明
記
さ
れ
た
。
本
条
で
は
、
当
初
の
個
人
情
報
の
利
用
目
的
か
ら
不
必

要
に
な
っ
た
場
合
や
本
人
か
ら
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
個
人
情
報
の
削
除
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
は
、
特
に
青
少
年
の
時
に
残
し
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
個
人
情
報
を
想
定
し
て
お
り
、

情
報
の
拡
散
を
防
止
す
る
狙
い
が
あ
る
。
検
索
サ
イ
ト
に
お
け
る
不
都
合
な
個
人
情
報
の
掲
載
も
、
忘

れ
ら
れ
る
権
利
の
対
象
と
な
る
。

　
実
際
、
欧
州
裁
判
所
は
検
索
サ
イ
ト
で
表
示
さ
れ
る
ス
ペ
イ
ン
人
の
十
六
年
前
の
借
金
に
つ
い
て
、

そ
の
表
示
の
削
除
を
求
め
る
判
決
を
下
し
た
。
判
決
の
中
で
欧
州
裁
判
所
は
、
ス
ペ
イ
ン
人
の
主
張
す

る
い
わ
ゆ
る
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
に
つ
い
て
言
及
し
、
公
人
の
場
合
は
別
と
し
て
、
検
索
サ
イ
ト
で

表
示
さ
れ
る
個
人
情
報
が
「
不
適
切
で
、
関
連
性
が
な
く
、
も
は
や
無
関
係
で
、
過
度
な
情
報
」
で
あ

①

②
③

＊

＊
語
句

　
公
人

51015
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◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
→
274
ペ
ー
ジ

　
人
は
「
忘
れ
る
」。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
「
忘
れ
な
い
」。

　
ひ
と
た
び
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
出
た
情
報
は
、
半
永
続
的
に
残
さ
れ
た
ま
ま
の
状
態
と
な
る
。

デ
ジ
タ
ル
の
世
界
に
生
き
る
我
々
は
、
人
間
の
本
性
で
あ
る
「
忘
れ
る
」
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

む
ろ
ん
忘
れ
や
す
い
人
間
に
と
っ
て
、
友
人
と
の
写
真
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
残
し
て
お
く
利

便
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
思
わ
ぬ
形
で
掲
載
さ
れ
た
一
枚
の
学
生
の
頃
の
写
真
が
、
就
職
活
動
や
後
の

人
生
を
左
右
す
る
こ
と
も
あ
る
。
不
祥
事
を
起
こ
し
た
企
業
関
係
者
の
私
生
活
に
関
す
る
情
報
、
軽
微

な
事
件
を
起
こ
し
た
加
害
者
に
関
す
る
住
所
や
家
族
の
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
さ
れ
た
事

件
も
報
道
さ
れ
て
い
る
。

評
論

忘
れ
ら
れ
る
権
利

宮み
や

下し
た

紘ひ
ろ
し

◆

5
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評
論
は
、
教
材
と
し
て
定
評
の
あ
る
文
章
と
と
も
に
、
現
代
的
な
問
題
意
識
に
あ
ふ
れ
た
清
新
な
文
章
を
教
材
化
。

論
理
的
認
識
力
を
高
め
、現
代
社
会
が
直
面
す
る
問
題
に
主
体
的
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。



④
イ
ン
フ
ラ
　
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
ー��

infrastructure

（
英
語
）
の
略
。
経
済
活
動
や

社
会
生
活
の
基
盤
を
形
成
す
る

も
の
。

◆
人
権
→
18
ペ
ー
ジ

る
場
合
、
削
除
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
各
人
に
属
す
る
「
時
間
」
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
サ
イ
ト
に
干
渉
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
一
定
の
個
人
情
報
を
「
忘
れ
る
」
こ
と

が
権
利
と
し
て
保
障
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
、
こ
れ
ほ
ど
個
人
情
報
の
保
護
へ
の
意
識
の
高
ま
り
が
あ
る
背
景
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
け
る
苦
い
過
去
が
あ
る
。
か
つ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
身
分
制
社
会
の
下
、
一
定
の
地
位
を
築

い
た
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
法
制
度
が
あ
っ
た
も
の
の
、
下
位
の
階
層
に
あ
っ
た
も
の
は
私

生
活
や
名
誉
が
十
分
に
保
障
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ゆ
え
に
欧
州
基
本
権
憲
章
は
、
人
間
の
尊
厳
を
第

一
条
に
掲
げ
、
私
生
活
尊
重
の
権
利
と
共
に
個
人
情
報
の
保
護
が
人
権
と
し
て
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
宣

言
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
人

間
の
「
尊
厳
」
と
い
う
価
値
に
根
ざ
し
て
い
る
。

　
Ｅ
Ｕ
で
認
め
ら
れ
た
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
に
批
判
的
な
立
場
を
採
っ
て
き
た
の
が
ア
メ
リ
カ
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
強
力
な
表
現
の
自
由
の
法
理
の
下
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
情
報
流
通

は
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
ユ
ー
ザ
ー
の
知
る
権
利
に
寄
与
し
て
き
た
。
真
実
に
基
づ
く
情
報
や
報
道

価
値
の
あ
る
記
事
を
削
除
す
る
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
の
判
例
に
照
ら
し
て
許
さ
れ
な
い
。
Ｅ
Ｕ
の
判
決
に

つ
い
て
も
、
ス
ペ
イ
ン
人
の
借
金
は
真
実
で
あ
っ
て
、
し
か
も
裁
判
所
に
よ
る
公
的
手
続
き
を
経
た
結

◆

④

＊

51015

84忘れられる権利 評論

KGB22_p082-087_忘れ_2C_三.indd   84 17/02/16   9:31

⑤
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
　
私
事
（
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
）
を
み
だ
り
に
第

三
者
に
お
か
さ
れ
な
い
法
的
権

利
。

果
を
表
示
す
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
表
現
の
自
由
と
知
る
権
利
の
下
、
保
障
さ
れ
る
と
理
解
さ
れ
て

き
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｅ
Ｕ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
優
先
さ
せ
た
判
決
は
、
表
現
の
自
由
や
知
る
権
利

と
対
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
あ
く
ま
で
政
府
か
ら
の
「
自
由
」
と
し
て
構
成
さ
れ
、
政

府
が
正
当
な
理
由
も
な
く
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
位
置
情
報
を
無
断
で
取
得
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
個
人
の
「
自

由
」
を
侵
害
す
る
も
の
と
し
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
違
反
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
真
実
を
知
る
権
利
や

表
現
の
自
由
が
問
題
と
な
っ
た
場
合
、
ア
メ
リ
カ
で
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
一
歩
後
退
す
る
こ
と
と
な

る
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
は
、
む
し
ろ
表
現
の
自
由
や
知
る
権
利
の

侵
害
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

　「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
は
、
不
都
合
な
個
人
情
報
の
拡
散
か
ら
人
間
の
「
尊
厳
」
を
尊
重
す
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
、
不
用
意
な
情
報
削
除
に
よ
る
萎
縮
効
果
へ
の
嫌
悪
か
ら
個
人
の
「
自
由
」
を
保
障
す
る
ア

メ
リ
カ
と
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
哲
学
の
差
異
を
映
し
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
自
由
」
を
基
軸
と

す
る
ア
メ
リ
カ
型
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
、「
尊
厳
」
を
基
盤
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
は

そ
の
基
本
哲
学
に
対
立
が
見
ら
れ
、
大
西
洋
の
両
岸
で
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
現
実
に
お
い
て
も
理
論

に
お
い
て
も
揺
ら
ぎ
を
見
せ
て
い
る
。

⑤

＊
語
句

　
寄
与
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で
は
、
日
本
は
欧
米
の
対
立
を
見
て
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

日
本
で
も
検
索
サ
イ
ト
の
運
営
会
社
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
結
果
の
削
除
基
準
を
公
表
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
企
業
が
独
自
の
基
準
を
打
ち
立
て
て
も
、
他
の
検
索
サ
イ
ト
で
不
名
誉
な
個

人
情
報
が
表
示
さ
れ
て
は
意
味
が
な
い
の
で
あ
っ
て
、
今
後
、
異
な
る
検
索
サ
イ
ト
会
社
に
お
い
て
運

用
可
能
な
統
一
的
な
削
除
基
準
を
第
三
者
機
関
が
示
す
こ
と
が
重
要
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
検
索
サ
イ
ト

に
お
い
て
個
人
名
と
と
も
に
自
動
的
に
表
示
さ
れ
る
関
連
語
句
の
差
し
止
め
を
求
め
る
訴
訟
も
起
き
て

い
る
。
仮
に
今
後
日
本
の
裁
判
所
が
、
忘
れ
ら
れ
る
権
利
に
つ
い
て
Ｅ
Ｕ
の
裁
判
所
と
異
な
る
結
論
を

導
く
こ
と
に
な
れ
ば
、
世
界
共
通
の
検
索
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｕ
で
は
違
法
で
あ
る
が
、
日
本
で

は
合
法
で
あ
る
、
と
い
う
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
「
二
重
の
基
準
」
が
存
在
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　
忘
れ
ら
れ
る
権
利
は
決
し
て
日
本
の
み
の
問
題
で
は
な
く
、
世
界
が
注
目
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題

で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
感
覚
的
な
議
論
で
は
な
く
、
欧
米

で
の
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
を
め
ぐ
る
議
論
を
機
に
、
日
本
で
も
な
ぜ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
権
利
と
し
て

保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
基
本
的
な
哲
学
を
見
直
す
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
。
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宮
下
紘

み
や
し
た
ひ
ろ
し
　
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
～
。
法
学
者
。
静
岡
県
の
生
ま
れ
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

や
情
報
保
護
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
研
究
と
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
著
書
に
『
個
人
情
報
保
護
の

施
策
―
「
過
剰
反
応
」
の
解
消
に
向
け
て
』『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
復
権
―
自
由
と
尊
厳
の
衝
突
』
な

ど
が
あ
る
。
本
文
は
「
草
の
み
ど
り
　
二
八
五
号
」（
二
〇
一
五
）
に
よ
っ
た
。

一
　「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」（
83
・
2
）
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま

と
め
て
み
よ
う
。

二
　「
個
人
情
報
の
保
護
」（
84
・
4
）
に
対
す
る
Ｅ
Ｕ
と
ア
メ
リ
カ
の

立
場
の
違
い
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
説
明
し
て
み
よ
う
。

三
　「
日
本
は
欧
米
の
対
立
を
見
て
『
忘
れ
ら
れ
る
権
利
』
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
」（
86
・
1
）
と
あ
る
が
、
こ
の
問

題
に
つ
い
て
の
筆
者
の
考
え
を
整
理
し
た
上
で
、
話
し
合
っ
て
み

よ
う
。

◆
「
個
人
情
報
」
を
め
ぐ
る
問
題
の
具
体
例
を
新
聞
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
調
べ
、
発
表
し
て
み
よ
う
。

不
祥
事
　
干
渉
　
寄
与

★
読
書
の
扉
→
422
ペ
ー
ジ

【

】

学
　
習
　
の
　
手
　
引
　
き

【

】

言
　
葉
　
と
　
表
　
現

【

】

漢
　
字
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か
ら
隅
ま
で
読
ん
だ
。
そ
れ
だ
け
読
ん
で
い
る
と
、
テ
レ
ビ
の
ク
イ

ズ
番
組
の
全
て
の
問
題
に
正
解
で
き
た
。
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
。

　
だ
が
、
七
〇
年
代
か
ら
情
報
の
「
層
化
」
が
始
ま
る
。

　
最
初
に
「
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
系
情
報
」
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
解

離
し
た
。
全
国
紙
に
は
ま
ず
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
種
類
の
ト
リ

ヴ
ィ
ア
ル
な
情
報
が
、
そ
う
い
う
も
の
を
選
択
的
に
求
め
る
若
者

「
層
」
に
向
け
て
発
信
さ
れ
、
そ
れ
が
や
が
て
ビ
ッ
グ
ビ
ジ
ネ
ス
に

な
っ
た
。「
異
物
が
混
在
す
る
」
時
代
が
終
わ
り
、「
異
物
が
分
離
す

る
」
時
代
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
筒つ

つ

井い

康や
す

隆た
か

の
新
作
を
読

む
つ
も
り
で
買
っ
た
月
刊
誌
に
谷た

に

崎ざ
き

潤じ
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

の
身
辺
雑
記
が
掲
載
さ

れ
て
い
た
ら
、「
こ
こ
読
ま
な
い
の
に
、
そ
の
分
金
出
す
の
も
っ
た

い
な
い
よ
」
と
思
う
読
者
が
出
て
来
て
も
し
か
た
が
な
い
。

　
メ
デ
ィ
ア
の
百
家
争
鳴
百
花
繚り

ょ
う

乱ら
ん

状
態
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
時
も

「
別
に
、
こ
れ
で
い
い
じ
ゃ
ん
」
と
思
っ
て
い
た
。
み
ん
な
も
「
こ

れ
で
い
い
の
だ
」
と
言
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
社
会
集
団
ご

と
に
ア
ク
セ
ス
す
る
情
報
の
「
ソ
ー
ス
」
が
分
離
す
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
国
民
全
員
が
共
有
で
き
る
「
マ
ス
言
論
」
と
い
う
場
が
な

く
な
っ
た
。
若
い
人
は
も
う
新
聞
を
読
ま
な
い
。
テ
レ
ビ
も
見
な
い
。

必
要
が
あ
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ス
記
事
は
ネ
ッ
ト
で
拾
い
読
み
し
、
動
画

は
動
画
専
門
サ
イ
ト
で
見
る
。「
必
要
が
あ
れ
ば
」
と
い
う
の
は
、

当
人
の
ま
わ
り
で
「
そ
れ
」
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
と
き
に
、 

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
る
「
必
要
が
あ
れ
ば
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
わ
り
で
話
題
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
戦
争
が
あ
っ
て
も
、
テ
ロ
が

あ
っ
て
も
、
政
権
が
瓦
解
し
て
通
貨
が
紙
く
ず
に
な
っ
て
も
、
ど
こ

か
の
国
が
水
没
し
て
も
、
ど
こ
か
の
国
の
原
発
が
爆
発
し
て
も
、
そ

ん
な
こ
と
は
「
知
ら
な
い
」。
マ
ス
言
論
と
い
う
の
は
、
い
わ
ば

「
自
分
が
知
っ
て
い
る
情
報
を
マ
ッ
プ
す
る
た
め
の
、
メ
タ
情
報
」

で
あ
る
。
も
し
、
マ
ス
言
論
の
場
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
情
報
を
自

分
が
知
っ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
は
「
国
民
レ
ベ
ル
で
周
知
さ
れ
る
必

要
の
な
い
情
報
」
だ
と
い
う
予
備
的
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
か
け
ら

れ
た
と
判
断
し
て
よ
い
。

　「
国
民
レ
ベ
ル
で
周
知
さ
れ
る
必
要
の
な
い
情
報
」
に
は
二
種
類

あ
る
。「
重
要
性
が
低
い
の
で
（
例
え
ば
、「
今
の
オ
レ
の
気
分
」）、

周
知
さ
れ
る
必
要
が
な
い
情
報
」
か
「
あ
ま
り
に
重
大
な
の
で
（
例

え
ば
、
尾お

山や
ま

台だ
い

上
空
に
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
飛
来
し
た
）、
そ
れ
が
周
知
さ
れ

る
と
社
会
秩
序
に
壊
乱
的
影
響
を
及
ぼ
す
情
報
」
の
二
つ
で
あ
る
。

そ
し
て
、
私
た
ち
は
長
い
間
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
経
験
を
通
じ
て
、

「
自
分
は
現
認
し
た
が
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
報
じ
ら
れ
な
い
情
報
」

①

②

③

④

⑤
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か
つ
て
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
言
論
の
場
を
実
効
支
配
し
て
い
た
時
代

が
あ
っ
た
。

　
Ａ
新
聞
一
四
〇
〇
万
部
、
Ｂ
新
聞
八
○
○
万
部
、「
紅
白
歌
合
戦
」

の
視
聴
率
が
八
○
％
だ
っ
た
時
代
の
話
で
あ
る
。
そ
の
頃
の
日
本
人

は
子
ど
も
も
大
人
も
、
男
も
女
も
、
知
識
人
も
労
働
者
も
、「
だ
い

た
い
同
じ
よ
う
な
情
報
」
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
政
治
的
意

見
に
し
て
も
、
全
国
紙
の
社
説
の
ど
れ
か
に
「
自
分
と
い
ち
ば
ん
近

い
も
の
」
を
探
し
出
し
て
、
と
り
あ
え
ず
そ
れ
に
同
調
す
る
こ
と
が

で
き
た
。「
国
論
を
二
分
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
劇
的
な
国
民
的
亀

裂
は
六
〇
年
安
保
か
ら
後
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
国
民
の
ほ
と

ん
ど
は
、
ど
れ
か
の
新
聞
の
社
説
を
「
口
真ま

似ね

す
る
」
と
い
う
か
た

ち
で
自
分
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら

の
セ
ン
テ
ン
ス
は
ほ
ぼ
同
じ
構
文
で
書
か
れ
、
ほ
ぼ
同
じ
語
彙
を
共

有
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
同
じ
論
理
に
従
い
、
未
来
予
測
や
事
実
評
価
に

ず
れ
は
あ
っ
て
も
、
事
実
関
係
そ
の
も
の
を
争
う
こ
と
は
ま
ず
な

か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
言
説
統
制
が
強
か
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
も
言
え

る
し
、
そ
れ
だ
け
対
話
的
環
境
が
整
っ
て
い
た
と
も
言
え
る
。

　
物
事
に
は
良
い
面
と
悪
い
面
が
あ
る
。

　
と
も
か
く
、
そ
の
よ
う
に
し
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
一
元
的
に
情

報
を
独
占
す
る
代
償
と
し
て
、
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
平
準
化
が
担

保
さ
れ
て
い
た
。
誰
で
も
同
じ
よ
う
な
手
間
暇
を
か
け
れ
ば
、
同
じ

よ
う
な
ク
オ
リ
テ
ィ
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
た
。「
情
報
の
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
」
の
時
代
だ
っ
た
。
こ
れ
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
そ
の
場
に

身
を
置
い
た
も
の
と
し
て
は
、「
た
い
へ
ん
楽
し
い
も
の
」
と
し
て

回
想
さ
れ
る
。
内う
ち

田だ

百ひ
ゃ
っ

閒け
ん

と
伊い

丹た
み

十じ
ゅ
う

三ぞ
う

が
同
じ
雑
誌
に
寄
稿
し
、
広ひ

ろ

沢さ
わ

虎と
ら

造ぞ
う

と
プ
レ
ス
リ
ー
が
同
じ
ラ
ジ
オ
局
か
ら
流
れ
、『
荒
野
の
七

人
』
と
『
勝
手
に
し
や
が
れ
』
が
同
じ
映
画
館
で
二
本
立
て
で
見
ら

れ
た
。
小
学
校
高
学
年
の
頃
、
私
は
父
が
買
っ
て
く
る
週
刊
誌
を
隅

ネ
ッ
ト
上
の
発
言
の
劣
化
に
つ
い
て

内う
ち

田だ

樹た
つ
る

批  

評  

の  

ま  

な  

ざ  

し

510
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示
さ
れ
る
。

　
根
拠
を
示
さ
な
い
断
定
や
、
非
論
理
的
な
推
論
や
、
内
輪
の
隠
語

の
濫
用
や
、
呪じ

ゅ

詛そ

や
罵
倒
は
、
そ
れ
自
体
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
よ

り
（
問
題
は
あ
る
が
）、
そ
れ
を
差
し
出
す
「
場
」
に
対
す
る
敬
意

の
欠
如
ゆ
え
に
「
言
論
の
自
由
」
に
対
す
る
侵
害
と
し
て
退
け
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
繰
り
返
し
書
い
て
い
る
と
お
り
、

挙
証
の
手
間
暇
や
、
情
理
を
尽
く
し
た
説
得
を
怠
る
も
の
は
、
言
論

の
場
の
審
判
力
を
信
じ
て
い
な
い
。
真
理
に
つ
い
て
の
検
証
に
先

だ
っ
て
、
自
分
は
す
で
に
真
理
性
を
確
保
し
て
い
る
と
主
張
す
る
人

間
は
、
聴
き
手
に
向
か
っ
て
「
お
前
が
オ
レ
の
言
う
こ
と
に
同
意
し

よ
う
と
し
ま
い
と
、
オ
レ
が
正
し
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
」
と
言

い
募
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
言
い
換
え
る
と
「
お
前
な
ん
か
、

い
て
も
い
な
く
て
も
お
ん
な
じ
な
ん
だ
よ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

私
た
ち
は
そ
う
い
う
言
葉
を
聴
か
さ
れ
て
い
る
う
ち
に
、
し
だ
い
し

だ
い
に
生
命
力
が
萎
え
て
く
る
。
そ
れ
は
あ
る
種
の
「
呪
い
」
で
あ

る
。
言
論
の
自
由
に
は
「
言
論
の
自
由
の
場
の
尊
厳
を
踏
み
に
じ
る

自
由
」「
呪
詛
す
る
自
由
」
は
含
ま
れ
な
い
と
私
は
思
う
。

5

内
田
樹

う
ち
だ
た
つ
る

　一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
～
。
思
想
家
。
東
京
都
の
生
ま
れ
。
フ
ラ
ン
ス
思
想
や
映
画
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
代
的
な
事
象
に
つ
い

て
発
信
し
て
い
る
。
著
書
に
『
た
め
ら
い
の
倫
理
学
』『
寝
な
が
ら
学
べ
る
構
造
主
義
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
個
人
ブ
ロ
グ
「
内
田
樹
の
研
究
室
」

二
〇
一
一
年
八
月
一
日
の
記
事
に
よ
っ
た
。

①
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

　

subculture

社
会
の
正
統
的
・
伝
統
的
文
化
に
対
し
、
そ

の
社
会
に
属
す
る
あ
る
特
定
の
集
団
だ
け
が
も
つ
独
特
の
文
化
。

②
ト
リ
ヴ
ィ
ア
ル

　

trivial

つ
ま
ら
な
い
。
さ
さ
い
な
。

③
ソ
ー
ス

　

source

出
典
、
資
料
、
史
料
な
ど
。
情
報
の
源
。

④
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

　

catch up

追
い
つ
く
こ
と
。

⑤
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　

screening

ふ
る
い
分
け
る
こ
と
。

◎
課
題

一

　「情
報
の
階
層
化
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
一
〇
〇
字
以
内
で
ま
と

め
て
み
よ
う
。

二

　筆
者
の
考
え
る
「『
言
論
の
自
由
』
に
対
す
る
侵
害
」
の
現
状
を

三
〇
〇
字
程
度
で
ま
と
め
、
あ
な
た
の
考
え
を
合
わ
せ
て
八
〇
〇
字

以
内
で
論
じ
て
み
よ
う
。
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は
と
り
あ
え
ず
第
一
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
も
の
と
み
な
す
と
い
う
訓
練

を
受
け
て
い
た
（
ぶ
つ
ぶ
つ
文
句
を
言
い
な
が
ら
、
で
は
あ
る
が
）。

　
そ
れ
が
揺
ら
い
で
き
た
。

　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
「
マ
ッ
プ
機
能
」
が
著
し
く
減
退
し
た
か
ら
で

あ
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
マ
ッ
プ
機
能
が
低
下
す
る
と
、
私
た
ち
は

自
分
の
知
っ
て
い
る
情
報
の
価
値
を
過
大
評
価
す
る
よ
う
に
な
る
。

私
が
知
っ
て
い
て
、
メ
デ
ィ
ア
が
報
道
し
な
い
情
報
は
、「
そ
れ
を

知
ら
れ
る
と
、
社
会
秩
序
が
壊
乱
す
る
よ
う
な
情
報
」
で
あ
る
と
い

う
情
報
評
価
態
度
が
一
般
的
に
な
る
。

　
や
っ
と
話
が
最
初
に
戻
っ
て
き
た
。

　
現
在
進
行
し
て
い
る
情
報
の
階
層
化
は
、
端
的
に
言
え
ば
、「
情

報
に
は
質
の
差
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
た
ち
と
、

そ
れ
を
知
ら
な
い
人
た
ち
の
間
に
広
が
っ
て
い
る
。
情
報
の
階
層
化

は
不
可
逆
的
に
進
行
す
る
。「
質
の
よ
い
情
報
」
を
取
り
込
む
装
置

を
持
っ
て
い
る
人
の
と
こ
ろ
に
は
「
質
の
良
い
情
報
」
が
累
積
し
、

「
質
の
悪
い
情
報
」
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
き
な
い
人
の
と
こ
ろ
に

は
「
質
の
悪
い
情
報
」
だ
け
し
か
集
ま
ら
な
い
。「
情
報
」
は
そ
の

自
体
的
な
正
否
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、「
そ
れ
が
誤
っ
て
い
る
蓋
然

性
」
に
つ
い
て
の
適
正
な
評
価
を
伴
う
場
合
だ
け
に
意
味
が
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
「
知
っ
て
い
る
人
間
」
と
「
知
ら
な
い
人
間
」
の
間
に
、

急
速
に
、
不
可
逆
的
な
仕
方
で
、
情
報
の
階
層
化
が
い
ま
進
行
し
て

い
る
。

　
私
が
今
の
ネ
ッ
ト
上
の
発
言
に
見
る
一
般
的
傾
向
は
こ
れ
で
あ
る
。

自
分
自
身
が
送
受
信
し
て
い
る
情
報
の
価
値
に
つ
い
て
の
過
大
評
価
。

自
分
が
発
信
す
る
情
報
の
価
値
に
つ
い
て
、「
信
頼
性
の
高
い
第
三

者
」
を
呼
び
出
し
て
、
そ
れ
に
吟
味
と
保
証
を
依
頼
す
る
と
い
う
基

本
的
な
マ
ナ
ー
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
信
頼

性
の
高
い
第
三
者
」
と
い
う
の
は
実
在
す
る
人
間
や
機
関
の
こ
と
で

は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、「
言
論
の
自
由
」
と
い
う
原
理
の
こ

と
で
あ
る
。
言
論
が
自
由
に
行
き
交
う
場
で
は
、
そ
こ
に
行
き
交
う

言
論
の
正
否
や
価
値
に
つ
い
て
適
正
な
審
判
が
下
さ
れ
、
価
値
の
あ

る
情
報
や
知
見
だ
け
が
生
き
残
り
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
消
え
去
る

と
い
う
「
場
の
審
判
力
に
対
す
る
信
認
」
の
こ
と
で
あ
る
。
情
報
を

受
信
す
る
人
々
の
判
断
力
は
（
個
別
的
に
は
で
こ
ぼ
こ
が
あ
る
け
れ

ど
）
集
合
的
に
は
叡え

い

智ち

的
に
機
能
す
る
は
ず
だ
と
い
う
期
待
の
こ
と

で
あ
る
。

　
そ
れ
は
自
分
が
言
葉
を
差
し
出
す
「
場
」
に
対
す
る
敬
意
と
し
て

51015
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メ
デ
ィ
ア
は
歴
史
の
転
換
点
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
今
日
も
世
界
を
変
容
さ
せ
続
け
て

い
る
。
例
え
ば
明
治
時
代
の
日
本
に
お
い
て

新
聞
の
印
刷
部
数
を
飛
躍
的
に
伸
ば
し
た
の

は
、
日
清
・
日
露
戦
争
の
際
の
戦
争
報
道

だ
っ
た
。
こ
れ
以
後
、
爆
発
的
に
読
者
を
獲

得
し
た
日
本
の
全
国
紙
の
新
聞
は
、
近
代
メ

デ
ィ
ア
の
象
徴
と
し
て
二
十
世
紀
を
牽け

ん

引い
ん

す

る
こ
と
に
な
る
。
限
ら
れ
た
紙
面
の
中
に
、

優
先
順
位
を
つ
け
た
形
で
で
き
ご
と
が
掲
載

さ
れ
た
新
聞
を
読
む
こ
と
を
通
じ
て
、
日
本

全
国
に
起
き
て
い
る
で
き
ご
と
を
我
が
こ
と

と
し
て
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
い
わ
ば
新
聞
は
、
私
た
ち
を
日
本

国
民
と
し
て
統
合
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
続
い
て
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
、
日

本
で
も
テ
レ
ビ
の
本
放
送
が
開
始
。
一
九
六

四
（
昭
和
三
九
）
年
に
開
催
さ
れ
た
東
京
オ

メ
デ
ィ
ア
・
情
報

（m
edia,

　inform
ation

）

→
8
「
文
系
と
理
系
の
壁
は
あ
る
か
」、
82

「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」、
148
「
南
の
貧
困
／

北
の
貧
困
」、
231
「
身
体
〈
の
〉
疎
外
」、

242
「
虚
ろ
な
ま
な
ざ
し
」、
258
「
擬
似
群

衆
の
時
代
」

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
普
及
に

一
役
買
う
こ
と
に
な
る
。
よ
り
早
く
、
よ
り

多
く
の
情
報
を
届
け
る
手
段
と
し
て
の
マ

ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
、
高
度
経
済
成
長
の
波
に

乗
っ
て
、
全
国
の
家
庭
へ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
日

本
が
平
成
に
入
っ
た
一
九
八
九
年
、
東
西
ド

イ
ツ
を
隔
て
て
い
た
象
徴
で
あ
る
ベ
ル
リ
ン

の
壁
を
破
っ
た
の
は
、
東
ド
イ
ツ
政
府
の
発

表
を
同
じ
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
見
て
い
た
東

西
ベ
ル
リ
ン
市
民
だ
っ
た
。
そ
の
約
二
十
年

後
の
二
〇
一
〇
年
に
起
き
た
中
東
の
民
主
化

運
動
を
支
え
た
の
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
と
い

う
の
も
、
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
な
し
に
は
説
明

で
き
な
い
。

　
メ
デ
ィ
ア
と
は
そ
も
そ
も
、
ラ
テ
ン
語
の

m
edium

（「
中
間
の
」
の
意
）
か
ら
派
生

し
た
言
葉
で
、
手
段
、
方
法
、
媒
体
の
こ
と

で
あ
り
、
人
間
の
意
識
や
思
考
と
そ
の
対
象

物
を
つ
な
ぐ
も
の
を
意
味
し
て
い
た
。
し
か

し
、
十
五
世
紀
に
ヨ
ハ
ネ
ス
・
グ
ー
テ
ン
ベ

ル
ク
に
よ
っ
て
活
版
印
刷
技
術
が
発
明
さ
れ

る
と
、
ニ
ュ
ー
ス
や
書
籍
の
流
通
速
度
は
劇

的
に
速
ま
り
、
十
八
、
十
九
世
紀
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、
新
聞
が
メ
デ
ィ
ア
の
一
種
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

結
果
、
メ
デ
ィ
ア
は
情
報
媒
体
の
こ
と
で
あ

る
と
い
う
理
解
が
一
般
化
し
て
い
き
、
今
日

に
お
い
て
メ
デ
ィ
ア
と
言
え
ば
、
特
に
新

聞
・
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
・
携
帯
電
話
な
ど
、

情
報
を
通
知
（inform

）
す
る
手
段
を
指

す
場
合
が
多
い
。

　
二
十
世
紀
を
代
表
す
る
メ
デ
ィ
ア
は
、
新

聞
を
中
心
と
す
る
活
字
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
二
十
世
紀
後
半
に
普
及
し
た
テ
レ
ビ

は
、
新
聞
が
達
成
し
た
図
式
に
の
っ
と
っ
て
、

情
報
を
速
や
か
に
、
か
つ
同
時
に
伝
え
る
こ

と
を
可
能
に
し
た
。
そ
し
て
二
十
一
世
紀
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
と
す
る
電
子
メ

デ
ィ
ア
に
代
表
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
ま
ち
が

い
な
い
だ
ろ
う
。

　
電
子
メ
デ
ィ
ア
の
特
徴
は
、
①
双
方
向
性
、

②
普
遍
性
、
③
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
性
、
④

ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
性
に
あ
る
。

　
第
一
に
、
か
つ
て
の
情
報
の
受
信
者
が
、

発
信
者
と
な
る
可
能
性
を
も
つ
点
が
あ
げ
ら

れ
る
（
双
方
向
性
）。
新
聞
や
ラ
ジ
オ
・
テ

レ
ビ
が
一
方
向
へ
情
報
を
送
り
続
け
て
い
た

の
に
対
し
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
は
、

Ｐ
Ｃ
や
携
帯
電
話
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
端

末
機
器
を
利
用
し
て
、
情
報
に
対
す
る
反
応
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を
送
り
返
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
情
報
取
得
の
普
遍
性
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
電
子
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
、

情
報
は
い
つ
で
も
す
ぐ
に
（
随
時
・
即
時
）、

ど
こ
で
で
も
（
遍
在
）、
手
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
（
ユ
ビ
キ
タ
ス
―ubiquitous

、

ラ
テ
ン
語
で
、
同
時
に
、
ど
こ
に
で
も
あ
る

こ
と
の
意
）。
こ
れ
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ

て
、
時
間
と
空
間
の
制
約
か
ら
人
々
が
解
き

放
た
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
第
三
に
、
通
信
技
術
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
性

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
携
帯
電
話
は
文

字
ど
お
り
「
携
帯
」
で
き
る
「
電
話
」
で

あ
っ
た
が
、
昨
今
流
通
し
て
い
る
も
の
は
携

帯
情
報
端
末
（PDA

＝Personal D
igital 

Assistant

）
と
し
て
の
機
能
が
充
実
し
て

お
り
、
画
像
・
映
像
・
音
楽
な
ど
、
多
種
多

様
な
情
報
を
大
量
に
扱
う
の
み
な
ら
ず
、
撮

影
や
録
音
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
、
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
が
可
能
に
な
る
な
ど
、
個
別
の
機
能

が
複
合
し
て
人
間
の
て
の
ひ
ら
に
収
ま
っ
て

い
る
。

　
第
四
に
、
メ
デ
ィ
ア
空
間
の
ヴ
ァ
ー
チ
ャ

ル
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

空
間
・
時
間
を
問
わ
ず
ア
ク
セ
ス
可
能
な
環

境
が
整
う
と
同
時
に
、
不
確
定
な
情
報
や
根

拠
の
な
い
デ
マ
・
噂う

わ
さ

が
機
器
の
進
化
を
裏
切

る
か
た
ち
で
出
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
利
用

者
の
素
朴
な
疑
問
が
憶
測
を
呼
び
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
連
鎖
の
中
で
徐
々
に
断
定
さ
れ
、

噂
が
実
体
化
し
て
ゆ
く
。
情
報
の
確
か
さ
を

メ
デ
ィ
ア
外
で
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
と
き
、
匿
名
の
言
説
の
み
が
、
親
切

や
正
義
の
名
の
も
と
に
伝で

ん

播ぱ

し
て
い
っ
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。
情
報
の
精
度
を
判
断
し
、

批
判
的
に
読
み
解
く
こ
と
の
で
き
る
能
力
と

し
て
の
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
の
必
要
性
が

叫
ば
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
た
だ
、

電
子
メ
デ
ィ
ア
が
も
は
や
拡
張
さ
れ
た
私
た

ち
の
第
二
の
身
体
で
あ
る
な
ら
ば
、
衣
服
と

同
様
、
も
は
や
手
放
す
こ
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
社
会
の
構
成
員
が
相
互
に
保
持
す
る
こ

と
が
前
提
と
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
端
末
は
す

で
に
、
後
天
的
に
も
た
ら
さ
れ
た
私
た
ち
の

社
会
的
身
体
と
化
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
メ

デ
ィ
ア
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、

私
た
ち
の
身
体
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
に
等
し
く
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

語
　 

句
　 

の
　 

解
　 
説

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
（social m

edia

）

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
前
提
と
し
た
技
術
を
用
い
る
、
個

人
を
主
体
に
し
た
情
報
発
信
や
情
報
交
換
を

可
能
に
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
総
称
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（social netw
orking service

）、
ブ
ロ
グ
、

口
コ
ミ
サ
イ
ト
な
ど
を
指
す
。
発
信
主
体
が

個
人
で
あ
る
点
で
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
映
画

な
ど
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
か
ら
は
区
別
さ
れ

る
。

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
（m

edia literacy

）

　
情
報
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
す
る
技
術
や
、
伝

え
ら
れ
た
内
容
を
分
析
す
る
能
力
の
こ
と
。

メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
情
報
を
主

体
的
に
読
み
解
く
こ
と
で
真
偽
を
見
抜
き
、

そ
の
中
か
ら
必
要
な
も
の
を
引
き
出
せ
る
力

が
要
求
さ
れ
る
。

社
会
的
身
体

　「
生
物
と
し
て
の
身
体
そ
の
も
の
で
は
な

く
、
社
会
的
に
構
築
さ
れ
た
、
個
人
の
身
体

に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
」（
荻お

ぎ

上う
え

チ
キ
『
社
会

的
な
身
体
』）
の
こ
と
で
あ
り
、
新
た
な
メ

デ
ィ
ア
の
獲
得
は
、
身
体
能
力
を
外
部
化
し
、

拡
張
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
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　文
化
の
多
様
性
を
、
社
会
の
あ
い
だ
の
直
接
間
接
の
関
係
か

ら
生
ま
れ
る
自
然
な
現
象
と
し
て
、
あ
る
が
ま
ま
に
と
ら
え
る

こ
と
の
で
き
る
人
は
稀ま

れ

で
す
。
人
々
は
む
し
ろ
文
化
の
違
い
の

う
ち
に
、
奇
怪
な
も
の
、
な
い
し
は
唾
棄
す
べ
き
も
の
を
見
て

き
た
の
で
す
。
自
分
の
住
む
社
会
で
行
わ
れ
て
い
る
の
と
は
、

か
け
離
れ
た
慣
習
、
信
仰
、
し
き
た
り
、
価
値
観
を
徹
頭
徹
尾

し
り
ぞ
け
る
と
い
う
傾
向
は
、
遠
い
昔
か
ら
存
在
す
る
も
の
で
、

む
し
ろ
本
能
と
さ
え
言
え
る
ほ
ど
根
強
い
も
の
で
す
。

　古
代
ギ
リ
シ
ア
人
と
中
国
人
は
、
自
分
た
ち
と
同
じ
文
化
を

共
有
し
な
い
人
々
を
「
バ
ル
バ
ロ
イ
」、「
夷い

」
と
呼
び
ま
し
た
。

こ
の
語
は
い
ず
れ
の
場
合
に
も
鳥
の
さ
え
ず
り
を
表
す
語
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
彼
ら
は
外
部
の
人
々
を
、
動
物
の

側
に
置
い
た
の
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て

き
た
「
ソ
ヴ
ァ
ー
ジ
ュ
（
野
蛮
）」
と
い
う
言
葉
も
、「
森
の
」

と
い
う
意
味
の
形
容
詞
で
あ
り
、
人
間
文
化
に
対
比
し
た
動
物

的
生
活
を
思
わ
せ
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
文
化
の
多
様
性
と
い
う
考
え
自
体
が
否
定
さ
れ
、

自
分
た
ち
の
生
活
規
範
か
ら
は
ず
れ
る
も
の
は
す
べ
て

―
ド

イ
ツ
語
の
「
自ナ

ト
ゥ
ー
ア
フ
ェ
ル
カ
ー

然
民
族
」
と
い
う
言
葉
に
も
表
れ
て
い
る
と
お

り

―
文
化
の
外
に
あ
る
も
の
、
自
然
の
側
に
あ
る
も
の
と
さ

れ
て
き
た
の
で
す
。

　仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
、
ス
ト
ア
派
、
カ
ン
ト
哲

学
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
い
っ
た
大
宗
教
や
哲
学
体
系
、
ま
た
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
宣
言
な
ど
は
、
こ
う
し
た
態
度
を
た
し
か
に
批

判
し
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
思
想
体
系
は
、

人
間
と
は
抽
象
的
人
間
性
の
な
か
に
お
さ
ま
る
も
の
で
は
な
く
、

時
と
場
所
に
よ
っ
て
異
な
る
具
体
的
伝
統
文
化
の
中
で
、
は
じ

Ｃ・レヴィ＝ストロース
川
かわ
田
だ
順
じゅん
造
ぞう
・渡

わた
辺
なべ
公
こう
三
ぞう
訳
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め
て
そ
の
本
性
を
実
現
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
い
ま

す
。　近

代
人
は
、
道
義
的
に
抵
抗
を
覚
え
る
事
実
に
対
し
て
は
こ

れ
を
非
難
し
、
知
的
に
は
理
解
で
き
な
い
よ
う
な
差
異
に
対
し

て
は
、
こ
れ
を
否
認
す
る
と
い
う
、
二
つ
の
誘
惑
に
と
ら
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
文
化
の
多
様
性
を
認
め
な
が
ら
も
、

自
分
に
と
っ
て
許
し
が
た
く
、
あ
ま
り
に
衝
撃
的
な
部
分
は
切

り
捨
て
る
、
と
い
う
妥
協
を
試
み
て
き
ま
し
た
。

　久
し
く
西
欧
の
思
想
を
支
配
し
て
き
た
進
化
論
の
考
え
方
は
、

こ
う
し
て
、
文
化
の
多
様
性
を
十
分
に
認
め
る
ふ
り
を
し
な
が

ら
じ
つ
は
矮わ

い

小し
ょ
う

化
し
よ
う
と
し
て
き
た
の
で
す
。

　な
ぜ
な
ら
、
ど
ん
な
に
古
い
時
代
の
も
の
で
あ
れ
、
ま
た
地

理
的
に
離
れ
て
い
る
も
の
で
あ
れ
、
人
間
社
会
の
示
す
さ
ま
ざ

ま
な
状
態
を
、
同
じ
方
向
に
向
か
う
唯
一
の
発
展
経
路
の
諸
段

階
と
し
て
扱
う
と
す
れ
ば
、
社
会
の
多
様
性
は
う
わ
べ
だ
け
の

も
の
と
な
り
、
人
類
は
た
だ
ひ
と
つ
の
、
均
質
の
も
の
と
な
る

か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
統
一
性
と
同イ

ダ
ン
テ
イ
テ

一
性
は
漸
進
的
に
実

現
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
場
所
に
よ
っ
て
実
現
の
リ
ズ
ム
が
異

な
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
わ
け
で
す
。

　こ
う
し
た
進
化
論
の
結
論
は
魅
力
的
な
も
の
で
す
が
、
事
実

★

を
不
当
に
単
純
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
よ
れ

ば
、
あ
る
社
会
に
対
し
て
他
の
社
会
を
、
同
時
代
だ
が
地
理
的

に
隔
た
っ
て
い
る
も
の
と
、
ほ
ぼ
同
じ
場
所
に
存
在
し
た
が
時

代
が
さ
か
の
ぼ
る
も
の
と
の
、
二
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　ま
ず
第
一
の
地
理
的
に
隔
た
っ
た
社
会
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ら
を
時
間
的
に
継
起
す
る
関
係
で
結
び
つ
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　電
気
も
蒸
気
機
関
も
知
ら
な
い
同
時
代
の
社
会
は
、
西
欧
文

明
の
古
代
を
思
わ
せ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
文
字
も
金
属
器

も
な
く
、
岩
壁
画
を
描
き
、
石
器
を
作
る
部
族
を
見
て
は
、
一

万
五
千
年
あ
る
い
は
二
万
年
前
、
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
で
同

じ
よ
う
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
失
わ
れ
た
人
類
と
、
比
較
せ
ず

に
い
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
西
欧
か
ら
の
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
旅

行
者
が
、
東
洋
に
「
中
世
」
を
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
北
京

に
「
ル
イ
十
四
世
の
世
紀
」
を
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
の
先
住
民
に
「
石
器
時
代
」
を
見
い
だ
し
た
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

　こ
の
よ
う
な
誤
っ
た
進
化
論
は
、
き
わ
め
て
た
ち
の
悪
い
も

の
だ
と
、
私
に
は
思
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
消
滅
し
た
文
明
に

つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
側
面
し
か
知
り
え
ま
せ
ん
。
し
か
も

時
代
の
古
い
文
明
ほ
ど
、
時
に
侵
さ
れ
ず
に
残
る
部
分
は
少
な
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従
来
の
評
論
教
材
よ
り
も
抽
象
度
が
高
く
、
知
識
も
要
求
さ
れ
る

評
論
教
材
「
現
代
評
論
を
読
む
」。
よ
り
高
度
な
読
解
力
を
養
う

と
と
も
に
、
記
述
式
の
課
題
に
よ
っ
て
書
く
力
も
高
め
ま
す
。



く
、
そ
れ
だ
け
私
た
ち
の
知
り
う
る
も
の
も
限
ら
れ
て
ゆ
く
の

で
す
。

　つ
ま
り
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
考
え
方
は
、
部
分
を
全
体
と

取
り
違
え
、（
ひ
と
つ
は
現
存
し
、
ひ
と
つ
は
消
滅
し
た
）
二

つ
の
文
明
の
い
く
つ
か
の
面
が
似
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
、

す
べ
て
の
面
が
同
一
だ
と
断
定
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
う
し
た

推
論
は
論
理
的
に
成
り
立
た
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
場

合
、
事
実
に
よ
っ
て
反
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　例
と
し
て
、
西
欧
で
長
く
通
用
し
て
い
た
日
本
観
を
あ
げ
る

こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

　第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
、
日
本
に
つ
い
て
書
か
れ
た
ほ
と
ん

ど
の
本
で
、
日
本
は
十
九
世
紀
に
い
た
る
ま
で
西
欧
中
世
の
そ

れ
と
同
様
の
封
建
体
制
下
に
あ
り
、
十
九
世
紀
半
ば
に
、
や
っ

と
二
、
三
世
紀
遅
れ
て
資
本
主
義
の
時
代
に
入
り
、
工
業
化
を

開
始
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　今
日
、
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
が
誤
り
で
あ
る
と

知
っ
て
い
ま
す
。
第
一
に
、
日
本
的
「
封
建
制
」
と
呼
ば
れ
る

も
の
は
、
武
士
道
精
神
に
彩
ら
れ
、
動
的
で
実プ

ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム

用
的
精
神
に
富

ん
だ
も
の
で
あ
り
、
西
欧
封
建
制
と
は
表
面
的
に
し
か
類
似
し

て
い
な
い
も
の
で
す
。
そ
れ
は
ま
っ
た
く
独
自
の
組
織
形
態
を

も
っ
て
い
ま
し
た
。

　さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
こ
と
に
は
、
日
本
は
十
六
世
紀
に
は
す

で
に
、
工
業
国
で
あ
り
、
中
国
に
数
万
単
位
で
武
器
、
刀
剣
、

の
ち
に
は
火
縄
銃
、
大
砲
を
輸
出
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
当
時

西
欧
の
ど
の
国
よ
り
も
多
く
の
人
口
を
有
し
、
よ
り
多
く
の
大

学
（
訳
注
：
藩
校
を
さ
す
の
だ
ろ
う
）
を
も
ち
、
識
字
率
も
高

か
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
明
治
維
新
の
か
な
り
前
に
、
西

欧
と
は
か
か
わ
り
な
く
商
人
、
金
融
資
本
が
興
隆
し
て
い
ま
し

た
。　つ

ま
り
二
つ
の
社
会
は
、
同
一
の
発
展
経
路
を
前
後
に
並
ん

で
進
ん
で
い
た
な
ど
と
い
う
の
で
は
な
く
、
並
行
し
た
道
を
、

歴
史
の
各
段
階
で
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
選
択
を
行
い
つ
つ
、

進
ん
で
い
た
の
で
す
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
が
同
じ
手

札
を
持
ち
な
が
ら
、
異
な
っ
た
手
順
で
ゲ
ー
ム
を
進
め
て
い
く

と
い
う
の
に
や
や
似
て
い
ま
す
。

　ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
比
較
が
で
き
る
で
し
ょ
う
が
、
こ
の

西
欧
と
日
本
の
例
は
、
進
歩
の
方
向
が
唯
一
で
あ
る
と
い
う
考

え
方
を
し
り
ぞ
け
る
も
の
で
す
。

　地
理
的
に
遠
く
隔
た
っ
た
同
時
代
の
社
会
に
つ
い
て
、
今
ま
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で
述
べ
て
き
た
こ
と
が
正
し
い
と
す
る
と
、
第
二
の
タ
イ
プ
、

す
な
わ
ち
同
じ
場
所
に
存
在
し
、
時
代
を
さ
か
の
ぼ
る
社
会
の

比
較
に
つ
い
て
も
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
の
で
し
ょ
う

か
。　地

理
的
に
離
れ
た
社
会
を
同
じ
尺
度
で
測
ろ
う
と
す
る
と
、

こ
れ
ほ
ど
脆も

ろ

く
見
え
る
単
線
的
進
化
の
仮
説
も
、
第
二
の
タ
イ

プ
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
も
の
の
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。

　現
在
、
大
文
明
が
存
在
し
て
い
る
土
地
に
も
、
ま
ず
最
初
は

粗
い
フ
リ
ン
ト
の
石
器
を
用
い
た
現
生
人
類
の
さ
ま
ざ
ま
な
種

が
居
住
し
て
い
た
こ
と
は
、
古
生
物
学
、
先
史
学
、
考
古
学
が

一
致
し
て
証
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
時
と
と
も
に
こ
の
石

器
は
繊
細
か
つ
洗
練
さ
れ
、
打
製
石
器
は
磨
製
石
器
に
な
り
、

骨
器
、
象
牙
器
と
な
り
ま
す
。
土
器
作
り
、
機
織
り
、
農
耕
が

始
ま
り
、
金
属
加
工
が
い
く
つ
か
の
段
階
を
経
て
加
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
例
に
お
い
て
さ
え
私
た
ち
は
、
本
当
の

意
味
で
の
進
化
を
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　と
こ
ろ
が
こ
の
よ
う
に
一
見
明
白
な
進
歩
も
、
こ
れ
を
規
則

的
で
連
続
し
た
系
列
に
並
べ
る
こ
と
は
意
外
に
む
ず
か
し
い
の

で
す
。
打
製
石
器
時
代
、
磨
製
石
器
時
代
、
銅
器
時
代
、
青
銅

★

器
時
代
、
鉄
器
時
代
な
ど
と
い
う
区
分
が
長
い
あ
い
だ
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
あ
ま
り
に
単
純
す
ぎ
ま
し
た
。

　今
日
で
は
打
製
石
器
と
磨
製
石
器
が
、
と
き
に
は
並
存
す
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
磨
製
石
器
が
優
勢
を
占
め

る
の
は
、
技
術
の
進
歩
の
結
果
で
は
な
く

―
な
ぜ
な
ら
磨
製

石
器
に
は
打
製
石
器
よ
り
は
る
か
に
大
量
の
原
料
が
必
要
だ
か

ら
で
す

―
、
近
隣
の
、
た
し
か
に
よ
り
「
進
歩
」
し
て
は
い

る
が
同
時
代
の
文
明
が
作
り
だ
し
た
銅
器
、
青
銅
器
を
石
を
素

材
に
し
て
模
倣
し
よ
う
と
し
た
結
果
な
の
で
す
。
世
界
全
体
を

見
る
と
、
地
域
に
よ
っ
て
土
器
作
り
が
磨
製
石
器
と
同
時
に
出

現
す
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
先
行
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　つ
い
最
近
ま
で
打
製
石
器
の
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
、
す
な
わ
ち
、

石
核
石
器
、
剝
片
石
器
、
石
刃
石
器
は
、
初
期
旧
石
器
、
中
期

旧
石
器
、
後
期
旧
石
器
と
呼
ば
れ
る
進
歩
の
三
段
階
に
対
応
す

る
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　し
か
し
今
日
で
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
形
態
が
並
存
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
一
方
向
の

進
歩
の
段
階
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
複
雑
な
現
実
の
諸
相

―
地
質
学
で
い
う
「
層
相
」
の
よ
う
な
も
の
を
示
し
て
い
る

の
で
す
。
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　石
器
は
数
十
万
年
、
い
や
百
万
年
以
上
前
、
直
立
原
人
と
呼

ば
れ
る
「
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
」
が
作
り
だ
し
た
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
彼
ら
の
手
の
こ
ん
だ
繊
細
な
石
器
を
凌し

の

ぐ
も
の
は
、

新
石
器
時
代
の
終
わ
り
ま
で
出
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　何
も
人
類
が
達
成
し
た
進
歩
の
現
実
を
、
否
定
し
よ
う
と
い

う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
も
う
少
し
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
あ
る

見
方
を
し
た
い
の
で
す
。
私
た
ち
は
知
識
が
深
ま
る
に
つ
れ
、

こ
れ
ま
で
時
間
の
流
れ
の
な
か
に
秩
序
づ
い
て
き
た
文
明
の
さ

ま
ざ
ま
な
形
態
を
、
空
間
の
な
か
に
も
配
置
し
た
い
と
い
う
誘

惑
に
か
ら
れ
ま
す
。

　進
歩
と
は
必
然
的
な
も
の
で
も
、
連
続
的
な
も
の
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
飛
躍
、
あ
る
い
は
生
物
学
者
に
な
ら
っ
て
い

え
ば
突
然
変
異
に
よ
っ
て
進
行
し
ま
す
。
飛
躍
は
つ
ね
に
前
方

へ
、
そ
し
て
同
じ
方
向
へ
向
か
う
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
異

な
っ
た
方
向
へ
、
い
く
つ
か
の
動
き
が
可
能
な
チ
ェ
ス
の
桂け

い

馬ま

に
も
似
て
、
飛
躍
に
は
方
向
の
変
化
が
伴
っ
て
い
ま
す
。

　人
類
の
進
歩
は
、
一
歩
一
歩
階
段
を
上
る
と
い
う
よ
り
は
、

運
を
託
し
て
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
サ
イ
コ
ロ
を
投
げ
る
、
博ば

く
ち打
う

ち
に
似
て
い
ま
す
。
あ
る
と
き
は
も
う
け
て
も
、
い
つ
そ
れ
を

す
っ
て
し
ま
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
歴
史
の
累
積
は
偶
然
の
作

用
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
偶
然
に
目
が
揃そ
ろ

っ

て
、
有
利
な
組
み
合
わ
せ
が
で
き
あ
が
る
の
で
す
。

　し
か
し
あ
る
文
明
が
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
有
利
な
組
み
合

わ
せ
を
実
現
し
た
と
き
、
そ
し
て
観
察
者
で
あ
る
私
た
ち
の
属

す
る
文
明
に
と
っ
て
は
何
ら
意
味
の
な
い
も
の
に
見
え
る
と
き
、

私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
文
明
を
、

停
滞
し
た
文
明
と
判
断
し
た
り
し
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
停
滞
的
歴
史
と
累
積
的
歴
史
（
後

者
は
発
見
と
発
明
を
累
積
し
、
前
者
は
同
じ
よ
う
に
活
動
的
で

は
あ
る
が
、
す
べ
て
の
変
化
は
初
期
の
方
向
か
ら
は
ず
れ
な
い
、

あ
る
種
の
波
動
の
な
か
に
解
消
し
て
し
ま
う
）
と
い
う
区
別
は
、

異
な
っ
た
文
化
を
評
価
す
る
と
き
、
つ
ね
に
私
た
ち
が
陥
る
、

自
民
族
中
心
の
見
方
か
ら
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　私
た
ち
は
、
私
た
ち
と
似
た
方
向
に
発
展
す
る
文
化
を
す
べ

て
、
累
積
的
と
、
考
え
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
逆
に
そ
れ
以

外
の
文
化
は
、
現
実
に
停
滞
的
で
あ
る
か
ら
で
は
な
く
、
そ
の

発
展
の
路
線
が
私
た
ち
の
依
拠
す
る
座
標
で
は
測
る
こ
と
が
で

き
ず
、
私
た
ち
に
と
っ
て
意
味
を
も
た
な
い
か
ら
、
そ
の
よ
う

に
見
え
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　問
題
の
本
質
に
か
か
わ
る
と
思
わ
れ
る
こ
の
点
を
、
わ
か
り

★
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や
す
く
す
る
た
め
に
、
か
つ
て
用
い
た
こ
と
が
あ
る
比
較
を
、

こ
こ
で
ふ
た
た
び
持
ち
出
す
こ
と
を
許
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　ま
ず
、
私
が
こ
れ
ま
で
非
難
し
て
き
た
考
え
方
に
似
た
も
の

は
、
私
た
ち
の
社
会
に
も
観
察
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
同

じ
出
来
事
に
対
し
て
も
、
老
人
と
若
者
と
で
は
反
応
の
仕
方
が

異
な
り
ま
す
。

　老
人
に
と
っ
て
は
、
自
分
が
若
か
っ
た
頃
の
累
積
的
に
見
え

た
歴
史
が
、
老
い
て
か
ら
は
停
滞
し
て
見
え
る
も
の
で
す
。
ひ

と
た
び
時
代
の
流
れ
か
ら
身
を
ひ
き
、
果
た
す
べ
き
役
割
が
な

く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
時
代
は
意
味
を
失
っ
て
、
何
ご
と
も
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
見
え
、
否
定
的
な
面
し
か
見
え
な
く
な
っ
た

り
す
る
の
で
す
。
逆
に
孫
の
世
代
に
あ
た
る
若
者
た
ち
は
同
じ

時
代
を
老
人
が
既
に
失
っ
た
情
熱
を
も
っ
て
生
き
ま
す
。

　こ
れ
も
ま
た
私
た
ち
の
社
会
で
観
察
さ
れ
る
こ
と
で
す
が
、

体
制
に
反
対
す
る
側
の
人
々
は
、
体
制
が
進
歩
し
つ
つ
あ
る
と

い
う
こ
と
を
認
め
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。
彼
ら
は
体
制
を
ま
る
ご

と
非
難
し
、
歴
史
の
流
れ
の
外
に
あ
る
も
の
、
そ
れ
が
終
わ
っ

て
は
じ
め
て
正
常
な
生
活
が
再
開
さ
れ
る
、
一
種
の
幕ま

く

間あ
い

の
よ

う
な
も
の
と
み
な
し
ま
す
。
与
党
の
活
動
家
の
見
方
は
、
こ
れ

と
は
ま
っ
た
く
対
照
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
も
彼
ら
が
権
力

機
構
の
な
か
で
重
要
な
ポ
ス
ト
を
占
め
て
い
る
ほ
ど
、
対
照
は

著
し
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
進
歩
的
な
文
化
と
発
展
の
な
い
文
化
と
の
対
比

は
、
焦
点
の
合
わ
せ
方
の
違
い
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
か
ら
、

生
じ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
す
。
顕
微
鏡
の
対
物
レ
ン

ズ
か
ら
一
定
距
離
に
あ
る
も
の
に
「
焦
点
を
合
わ
せ
る
」
と
、

ほ
ん
の
わ
ず
か
で
も
そ
の
上
下
に
あ
る
も
の
は
ボ
ヤ
け
て
し
ま

う
か
、
ま
っ
た
く
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

視
界
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

　同
様
に
、
走
っ
て
い
る
列
車
の
乗
客
に
と
っ
て
窓
か
ら
見
え

る
別
の
列
車
の
長
さ
や
速
度
は
、
そ
の
列
車
が
同
じ
方
向
に

走
っ
て
い
る
か
、
逆
方
向
に
走
っ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
変
わ
っ

て
見
え
ま
す
。
あ
る
文
化
と
そ
れ
に
属
す
る
人
々
の
関
係
は
、

ち
ょ
う
ど
こ
の
列
車
と
乗
客
の
関
係
の
よ
う
に
、
密
接
に
結
び

つ
い
て
い
ま
す
。

　私
た
ち
は
家
族
や
社
会
に
よ
っ
て
生
ま
れ
お
ち
た
瞬
間
か
ら
、

価
値
判
断
、
行
動
へ
の
動
機
づ
け
、
興
味
の
対
象
、
自
ら
の
文

明
の
過
去
や
未
来
に
つ
い
て
の
考
え
方
な
ど
か
ら
成
る
複
雑
な
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思
考
判
断
の
枠
組
み
を
刻
み
こ
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
生
き
て
い

る
限
り
、
私
た
ち
は
こ
の
思
考
判
断
の
枠
組
み
を
も
っ
て
行
動

し
、
他
の
文
化
や
社
会
体
系
を
見
る
と
き
も
、
そ
の
枠
組
み
を

通
し
て
変
形
さ
れ
た
も
の
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、

と
き
に
は
ま
っ
た
く
眼
を
塞
が
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
で
す
。

　あ
る
文
化
を
勢
い
の
な
い
、
停
滞
的
な
も
の
だ
、
と
形
容
し

た
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
そ
れ
は
私
た
ち
が
そ
の
文
化
が
何
に

本
当
の
価
値
を
お
い
て
い
る
か
を
知
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
動
態

を
欠
く
状
態
に
見
え
る
の
で
は
な
い
か
と
自
問
し
て
み
る
べ
き

で
し
ょ
う
。

　ま
た
逆
に
、
私
た
ち
と
は
異
な
る
基
準
を
も
つ
彼
ら
も
、
私

た
ち
の
文
化
に
つ
い
て
同
じ
よ
う
な
錯
覚
に
陥
っ
て
い
な
い
か
、

と
も
問
う
て
み
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
互
い
に

ま
っ
た
く
関
心
を
引
か
な
い
の
は
、
単
に
互
い
に
似
た
と
こ
ろ

が
な
い
か
ら
な
の
で
は
な
い
か
と
。

�

（『
レ
ヴ
ィ
＝

ス
ト
ロ
ー
ス
講
義
』〔
二
〇
〇
五
〕
よ
り
）
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★
最
相
葉
月
「
文
系
と
理
系
の
壁

は
あ
る
か
」（
教
科
書
８
ペ
ー
ジ
）
か
ら

『
東
工
大
講
義
　
生
涯
を

賭
け
る
テ
ー
マ
を
い
か
に

選
ぶ
か
』　
最
相
葉
月

著
者
が
二
〇
一
五
年
に
大
学
で
行
っ

た
同
名
の
講
義
の
記
録
。
著
名
な
研

究
者
も
ゲ
ス
ト
に
迎
え
つ
つ
、
将
来

の
進
路
に
悩
む
学
生
た
ち
へ
先
人
た

ち
の
生
き
ざ
ま
を
伝
え
る
。

『
フ
ェ
ル
マ
ー
の
最
終

定
理
』
サ
イ
モ
ン
・

シ
ン
／
青あ

お

木き

薫か
お
る

訳

十
七
世
紀
の
数
学
者
が
残
し
た
超
難

問
が
二
十
世
紀
末
に
証
明
さ
れ
る
ま

で
、
数
世
紀
に
わ
た
る
数
学
者
た
ち

の
格
闘
を
描
く
壮
大
な
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
。

『
生
命
と
記
憶
の
パ
ラ

ド
ク
ス
』

福ふ
く

岡お
か

伸し
ん

一い
ち

生
物
学
者
の
著
者
が
、
自
ら
の
思
い

出
や
読
ん
だ
本
、
触
れ
た
ア
ー
ト
な

ど
の
体
験
を
縦
横
無
尽
に
語
る
エ
ッ

セ
イ
集
。
そ
の
興
味
関
心
の
幅
広
さ

と
知
識
の
深
さ
は
圧
巻
。

★
日
野
啓
三
「『
市
民
』
の
イ
メ
ー

ジ
」（
教
科
書
12
ペ
ー
ジ
）
か
ら

『
地
下
へ
／
サ
イ
ゴ
ン

の
老
人
　
ベ
ト
ナ
ム
全

短た
ん

篇ぺ
ん

集
』　
日
野
啓
三

特
派
員
の
「
私
」
が
現
地
の
情
報
源

の
「
教
授
」
の
死
を
め
ぐ
り
次
々
に

幻
想
的
な
体
験
を
す
る
表
題
作
な
ど
、

作
家
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
ベ
ト

ナ
ム
に
関
す
る
作
品
集
。

『
市
民
社
会
と
は
何

か
』

植う
え

村む
ら

邦く
に

彦ひ
こ

私
た
ち
が
「
市
民
に
な
る
」
と
は
ど

う
い
う
こ
と
か
。「
市
民
社
会
」
と

い
う
言
葉
の
使
わ
れ
方
に
着
目
し
、

西
欧
と
日
本
の
「
市
民
社
会
」
の
基

本
概
念
や
歴
史
、
変
遷
を
た
ど
る
。

『
こ
れ
か
ら
の
「
正
義
」
の

話
を
し
よ
う
』　
マ
イ
ケ
ル
・

サ
ン
デ
ル
／
鬼お

に

澤ざ
わ

忍し
の
ぶ

訳

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
サ
ン
デ
ル
教
授
の

人
気
哲
学
講
義「
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」。

正
義
に
つ
い
て
、
福
祉
・
自
由
・
美

徳
と
い
う
観
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
い
く
。
よ
り
よ
い
社
会
と
は
何
か
。

★
中
島
敦
「
山
月
記
」（
教
科
書
20

ペ
ー
ジ
）
か
ら

『
李り

陵り
ょ
う

・
山
月
記
』

中
島
敦

漢
軍
を
率
い
て
征
服
に
向
か
っ
た
も

の
の
敗
退
し
、
匈き

ょ
う

奴ど

の
捕
虜
と
な
っ

た
「
李
陵
」。
中
国
の
古
典
に
材
を

と
っ
た
表
題
作
の
他
、「
弟
子
」「
名

人
伝
」
を
収
録
。

『
カ
フ
カ
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
　
変
身
』　
フ
ラ
ン
ツ
・

カ
フ
カ
／
池い

け

内う
ち

紀お
さ
む

訳

朝
、
目
覚
め
る
と
、「
自
分
が
途
方

も
な
い
虫
に
変
わ
っ
て
い
る
の
に
気

が
つ
い
た
」

─
心
は
人
間
の
ま
ま
、

姿
だ
け
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
男
の
心

理
を
描
く
。

『
聊り

ょ
う

斎さ
い

志し

異い（
上
・
下
）』

蒲ほ

松し
ょ
う

齢れ
い

／
立た

つ

間ま

祥よ
し

介す
け

編
訳

六り
く

朝ち
ょ
う

や
唐
代
の
志
怪
・
伝
奇
小
説
の

流
れ
を
く
む
短
篇
小
説
集
。
幽
鬼
や

神
、
不
思
議
な
生
き
物
た
ち
の
巻
き

起
こ
す
事
件
を
描
く
。
上
下
巻
で
92

編
収
録
。

★
松
田
青
子
「
少
年
と
い
う
名
前

の
メ
カ
」（
教
科
書
33
ペ
ー
ジ
）
か
ら

『
ス
タ
ッ
キ
ン
グ
可

能
』

松
田
青
子

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
で
働
く
記
号
化
さ
れ

た
登
場
人
物
た
ち
を
通
し
て
人
間
の

共
通
性
と
個
性
と
を
映
し
出
す
表
題

作
ほ
か
、
独
自
の
視
点
で
現
代
に
生

き
る
人
々
の
姿
を
描
く
作
品
集
。

『
王
都
炎
上
　
ア
ル
ス

ラ
ー
ン
戦
記
１
』

田た

中な
か

芳よ
し

樹き

圧
倒
的
な
力
を
誇
り
な
が
ら
内
乱
に

よ
っ
て
滅
亡
し
た
パ
ル
ス
王
国
の
王

子
ア
ル
ス
ラ
ー
ン
が
、
仲
間
と
と
も

に
故
国
の
奪
還
を
目
指
す
旅
を
描
く

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
巨
編
。

『
こ
こ
は
ボ
ツ
コ
ニ
ア

ン
』

宮み
や

部べ

み
ゆ
き

社
会
派
ミ
ス
テ
リ
ー
か
ら
冒
険
小
説

ま
で
幅
広
く
手
が
け
る
著
者
に
よ
る

ゲ
ー
ム
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。
そ
こ
か
し

こ
に
古
今
の
名
作
ゲ
ー
ム
の
設
定
と

パ
ロ
デ
ィ
が
満
載
。

読書の扉

421 読書の扉
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現 代 評 論 を 読 む

★
問
一

　「統
一
性
と
同
一
性
は
漸
進
的
に
実
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

場
所
に
よ
っ
て
実
現
の
リ
ズ
ム
が
異
な
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。
一
〇
〇
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

★
問
二

　「単
線
的
進
化
の
仮
説
も
、
第
二
の
タ
イ
プ
の
比
較
に
つ
い
て

は
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
も
の
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、

五
〇
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

★
問
三

　「問
題
の
本
質
に
か
か
わ
る
と
思
わ
れ
る
こ
の
点
」
と
あ
る
が
、

「
こ
の
点
」
の
内
容
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
上
で
、
な
ぜ
問
題
の

本
質
に
か
か
わ
る
の
か
、
一
二
〇
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

★
読
書
の
扉
→
430
ペ
ー
ジ

Ｃ
・
レ
ヴ
ィ
＝

ス
ト
ロ
ー
ス

Claude Lévi-Strauss 

一
九
〇
八
年
～
二
〇
〇
九
年
。

フ
ラ
ン
ス
の
文
化
人
類
学
者
。
著
書
に
『
悲
し
き
熱

帯
』『
構
造
人
類
学
』
な
ど
が
あ
る
。

川
田
順
造

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
～
。
文
化
人
類
学
者
。
東
京

の
生
ま
れ
。
著
書
に
『
無
文
字
社
会
の
歴
史
』『
人
類

学
的
認
識
論
の
た
め
に
』『
日
本
を
問
い
直
す
』
な
ど

が
あ
る
。

渡
辺
公
三

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
～
。
文
化
人
類
学
者
。
東

京
都
の
生
ま
れ
。
著
書
に
『
レ
ヴ
ィ
＝

ス
ト
ロ
ー
ス
』

な
ど
が
あ
る
。

397 累積的社会・停滞的社会 現代評論を読む
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れ
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な
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〇
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。
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避
け
て
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通
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う
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、

五
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字
以
内
で
説
明
し
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い
。
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三

　「問
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の
本
質
に
か
か
わ
る
と
思
わ
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る
こ
の
点
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と
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が
、

「
こ
の
点
」
の
内
容
を
簡
潔
に
ま
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上
で
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な
ぜ
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の
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に
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わ
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か
、
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内
で
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い
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年
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〇
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フ
ラ
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ス
の
文
化
人
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学
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に
『
悲
し
き
熱

帯
』『
構
造
人
類
学
』
な
ど
が
あ
る
。
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田
順
造
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三
四
（
昭
和
九
）
年
～
。
文
化
人
類
学
者
。
東
京

の
生
ま
れ
。
著
書
に
『
無
文
字
社
会
の
歴
史
』『
人
類

学
的
認
識
論
の
た
め
に
』『
日
本
を
問
い
直
す
』
な
ど

が
あ
る
。

渡
辺
公
三

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
～
。
文
化
人
類
学
者
。
東

京
都
の
生
ま
れ
。
著
書
に
『
レ
ヴ
ィ
＝

ス
ト
ロ
ー
ス
』

な
ど
が
あ
る
。
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各教材の学習を広げ深めるため，作者やテーマと関わる本を
豊富に紹介しています。

※ 教科書のレイアウトを一部変更しています。
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指
導
書
・
教
材

指
導
書
　

本
体
価
格
二
六
、
〇
〇
〇
円
（
税
別
）　

指
導
書
別
売
品　

生
徒
用
教
材
　

■ 

教
師
用
教
科
書　
本
体
価
格
五
、〇
〇
〇
円
（
税
別
）

指
導
書
の
「
教
師
用
教
科
書
」
と
同
じ
も
の
で
す
。

■ 

指
導
資
料
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版　
本
体
価
格
五
、〇
〇
〇
円
（
税
別
）

指
導
書
の
「
指
導
資
料
」
の
紙
面
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
に
し
た
も
の
で
す
。

■ 

学
習
課
題
ノ
ー
ト　
本
体
価
格
六
〇
〇
円
（
税
別
）

教
科
書
準
拠
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
で
す
。
別
冊
解
答
に
は
、
自
習
に
も
使

え
る
詳
し
い
解
説
が
付
い
て
い
ま
す
。

■ 

指
導
資
料

教
材
研
究
に
役
立
つ
資
料
や
、
実
際
の
授
業
や
評
価
で
活
用
で
き
る
情

報
を
豊
富
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■ 

発
問
例
集

指
導
資
料
に
掲
載
し
た
発
問
を
ま
と
め
た
デ
ー
タ
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

■ 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

● 

構
成
・
内
容
理
解
シ
ー
ト　
● 

語
句
学
習
シ
ー
ト

■ 

基
本
テ
ス
ト

短
時
間
で
基
礎
を
養
う
小
テ
ス
ト
。
現
代
文
編
で
は
漢
字
や
語
句
、
古

文
で
は
文
法
、
漢
文
で
は
句
法
な
ど
に
つ
い
て
出
題
し
ま
す
。

■ 

評
価
問
題

定
期
考
査
な
ど
に
使
え
る
問
題
を
、
各
教
材
、
難
易
度
別
に
複
数
収
録

し
て
い
ま
す
。

■ 

実
力
問
題

教
科
書
の
教
材
と
同
じ
著
者
の
作
品
や
、
別
の
著
者
に
よ
る
同
じ
テ
ー

マ
の
文
章
な
ど
を
素
材
に
し
た
実
力
問
題
を
豊
富
に
収
録
し
て
い
ま
す
。

■ 

補
充
教
材

教
科
書
の
教
材
に
関
連
す
る
資
料
や
、
発
展
的
に
読
む
こ
と
が
で
き
る

作
品
な
ど
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

■ 

教
科
書
原
文

教
科
書
教
材
文
の
原
文
デ
ー
タ
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

■ 

朗
読
Ｃ
Ｄ

一
部
の
教
材
に
つ
い
て
、
朗
読
を
収
録
し
た
音
声
Ｃ
Ｄ
で
す
。

■ 

学
習
課
題
ノ
ー
ト

別
売
の
生
徒
用
教
材
『
学
習
課
題
ノ
ー
ト
』
の
デ
ー
タ
を
同
梱
し
て
い

ま
す
。

■ 

教
師
用
教
科
書

教
科
書
の
紙
面
に
、
文
章
構
造
や
要
約
、
口
語
訳
や
文
法
の
解
説
、「
学

習
の
手
引
き
」
の
解
答
例
な
ど
、
授
業
に
役
立
つ
情
報
を
青
字
で
刷
り

込
ん
だ
も
の
で
す
。

新大学入試に向けた問題例をダウンロード!!

2020年度から始まる大学入学共通テストに向けて、大学入試センターによる過去2回の試行調査の
出題傾向を参考に、教科書の題材や指導書に収録した補充教材を使用した問題例を作成しました。

比
べ
読
み

対
話
入
り
の
設
問

新大学入試対応問題例

ダウンロード方法

１． 下記 URLから三省堂教科書ページへ
２． 対象書名を選択
３． 教科書ページの「資料ダウンロード」内 

にあるサポート資料からダウンロード 

ページへ遷移
４． 認証情報を入力※

５． 各データをダウンロード

※認証には指導書本冊が必要になりますので、お手元にご準備ください。

三省堂教科書ページ
https://tb.sanseido-publ.co.jp/h-school/hs-kokugo/

画像は高等学校現代文Bのものです。

■ �

指
導
書
に
は
、
教
材
研
究
や
評
価
に
活
用
で
き
る
資
料
は
も
ち
ろ
ん
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
・
テ
ス
ト
問
題
・
補
充
教
材
な
ど
を 

豊
富
に
収
録
し
ま
し
た
。

■ 「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
に
」
を
新
設
し
、
主
体
的
・
対
話
的
に
学
び
を
深
め
る
学
習
活
動
案
を
示
し
ま
し
た
。

指
導
書・教
材
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■ 漢字の読みフラッシュカード

■ 思考ツール

教材で扱う漢字の読みをフラッシュカードで提示し
ながら確認・学習できます。

デジタルテキストオリジナルのコンテンツも多数収録
しています。

■ コンテンツ一覧

■ オンライン辞書

「フラッシュカード」「図版資料」「人物相関図」など，
さまざまなコンテンツを収録。

授業での提示に特化した指導者用の辞書サイトを
デジタルテキストのリンクからご利用いただけます。

はじめに
●教科書の内容を最大限に活用すること
デジタルテキストでは，教科書本文の拡大提示，付録や図版資料のインデックスおよびその拡大提示など，教科書の
内容を提示用の素材として，最大限に活用することをコンセプトに製作いたしました。
●CoNETSビューア
　平成29年度版からは教科書会社14社が参画して開発した共通プラットフォームCoNETSビューアでのご利用になります。
　▶CoNETSについて（http://www.conets.jp/）
　　 CoNETSビューアでは，先生ごとにユーザーを登録することで，書き込み情報や履歴などをそれぞれに保有すること
ができます。

　　　　　  豊富なコンテンツで授業をサポート指導者用

※画面サンプルはすべて「精選国語総合」となっております。

デジタル教材
指導者用デジタルテキスト

●動作環境 指導者用  （2020年1月現在）指導者用デジタルテキスト　〈校内フリーライセンス〉※1

OS ライセンス期間 価格 インストール方法

Windows版 教科書利用期間一括※2 40,000円＋税 DVD-ROM /
ダウンロード

Windows版 単年度ライセンス ご購入年度末まで 18,000円＋税 DVD-ROM /
ダウンロード

※1 校内のすべての端末にインストール可能です。なお，価格は1学年の価格です。
※2 収録されている検定教科書の使用期間中はご利用いただけます。
※3 教師用デジタルテキスト購入校のみ購入できます。
※4 インストールする端末（1端末）ごとにライセンス料金をお支払いいただきます。

学習者用デジタルテキスト　〈1端末1ライセンス〉※3, 4

OS ライセンス期間 価格 インストール方法
Windows版 / iOS版 教科書利用期間一括※2 1,500円＋税 ダウンロード

Windows版
OS Windows 8.1 / Windows 10 （32bit / 64bit 対応）※1

ブラウザ Internet Explorer 11
CPU Intel Core i3以上推奨
メモリ 4GB以上
空き容量 4GB以上（ビューア1GB＋教材3GB）
その他 .NET Framework 4.5.1以降

動作環境や導入にあたっての条件等は，CoNETSのWebサイトにて最新の情報をご確認ください。 http://www.conets.jp/

 学習者用デジタルテキスト についての特徴や動作環境など，
その他詳細な情報は三省堂教科書・教材サイトをご覧ください。
●体験版DVD-ROMのお申し込みはeメールにてご連絡ください。
　eメールアドレス：info-tbdt@sanseido-publ.co.jp

https://tb.sanseido.co.jp
★三省堂教科書・教材サイト

※  Microsoft，Internet Explorerおよび Windowsは，米国Microsoft Corporationの，米国およびその他の国における登録商標または商標です。
※1 Windows RTには対応しておりません。

デ
ジ
タ
ル
教
材
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